
と
も
に
生
き
、
と
も
に
育
む
ま
ち

歴
史
と
文
化
が
く
ら
し
の
中
に
息
づ
く

�新
斑
鳩
の
里
�

２	

未
来
の
地
球
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

	

～
地
球
環
境
を
考
え
る
自
治
体
サ
ミ
ッ
ト
～

	

　
12
月
は
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
で
す

―
― 

特
集

４	

秋
の
叙
勲
受
章
者
・
町
功
労
者
表
彰
の
ご
紹
介

５	

あ
な
た
に
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
じ
ま
り
ま
す

６	

ま
ち
の
話
題

10	

い
に
し
え
の
風 

〜
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
〜

11	

パ
ゴ
ち
ゃ
ん
の  

地
球
と
な
か
よ
し

12	

協
働 

～
住
民
活
動
団
体
の
取
り
組
み
紹
介
～

14	

ま
ち
の
情
報

22	

人
事
行
政
の
運
営
状
況

25	

年
末
年
始
の
お
知
ら
せ

28	

平
成
27
年
度
上
半
期
財
政
状
況

29	

平
成
27
年
度
上
半
期
水
道
事
業
会
計
の
業
務
状
況

30	

ほ
け
ん
だ
よ
り

32	

図
書
館
だ
よ
り

2 0 1 5

12
No. 603

いかるが

歴史と景観の調和！秋景色
～藤ノ木古墳と
　　　周辺に広がるコスモス～
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集
中
豪
雨
や
台
風
の
大
型
化
な
ど
、
深

刻
化
す
る
気
候
変
動
の
主
な
原
因
と
さ
れ

る
地
球
温
暖
化
を
は
じ
め
と
し
た
地
球
環

境
問
題
は
、
ど
こ
の
自
治
体
に
お
い
て
も

共
通
の
課
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
取

り
組
み
に
は
地
域
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

特
色
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
各
地
域
で
環
境
問

題
に
積
極
的
に
取
り
組
む
自
治
体
の
首
長

自
ら
が
集
い
、
解
決
す
る
た
め
の
情
報
交

換
や
環
境
政
策
の
国
政
へ
の
提
言
、
先
進

例
、
成
功
例
の
情
報
発
信
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
組
織
さ
れ
た

「
地
球
環
境
を
考
え
る
自
治
体
サ
ミ
ッ
ト
」

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
平
成
16
年
に
発
足

し
た
組
織
で
、
現
在
、
全
国
23
の
自
治
体

の
首
長
が
加
盟
し
、
平
成
21
年
か
ら
は
、

斑
鳩
町
長
が
代
表
を
つ
と
め
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
加
盟
団
体
が
順
番
に
サ
ミ
ッ
ト

を
開
催
し
、
地
球
温
暖
化
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
ご
み
減
量
・
資
源
化
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
首
長
ら
に
よ

る
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

斑
鳩
町
は
、
ご
み
を
燃
や
さ
な
い
、
埋

め
立
て
な
い
町
「
ゼ
ロ･

ウ
ェ
イ
ス
ト
※
」

を
め
ざ
し
て
、
生
ご
み
分
別
収
集
モ
デ
ル

事
業
を
は
じ
め
、
ご
み
減
量
・
資
源
化
の

取
り
組
み
を
す
す
め
て
い
ま
す
が
、
こ
の

サ
ミ
ッ
ト
に
は
、
日
本
で
は
じ
め
て
ゼ
ロ

･

ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言
を
行
っ
た
徳
島
県
上

勝
町
を
は
じ
め
、
風
力
発
電
で
町
お
こ
し

を
す
る
鳥
取
県
北
栄
町
な
ど
、
環
境
問
題

に
先
進
的
に
取
り
組
む
自
治
体
が
た
く
さ

ん
加
盟
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
み
を
焼
却
、
埋
め
立
て
に
よ
り
処
理

せ
ず
、
資
源
の
浪
費
や
有
害
物
質
の
排
出

を
な
く
し
、
た
い
肥
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
に

よ
っ
て
、
ご
み
を
ゼ
ロ
に
し
て
い
く
と
い

う
考
え
方
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
首
都

キ
ャ
ン
ベ
ラ
が
、
初
め
て
政
策
と
し
て
採

用
し
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ア
メ
リ
カ

の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
韓
国
の
プ
サ
ン

な
ど
で
も
「
ゼ
ロ･

ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言
」

を
行
い
、
ご
み
は
燃
や
さ
な
い
、
埋
め
立

て
な
い
と
い
う
政
策
を
実
行
さ
れ
て
い
ま

す
。 ※

ゼ
ロ･

ウ
ェ
イ
ス
ト
っ
て
？

北海道　本別町 奈良県　三郷町

山形県　庄内町 奈良県　平群町

茨城県　那珂市 大阪府　交野市

茨城県　東海村 大阪府　寝屋川市

千葉県　流山市 鳥取県　北栄町

山梨県　山梨市 島根県　海士町

福井県　小浜市 香川県　三豊市

岐阜県　多治見市 徳島県　上勝町

奈良県　生駒市 福岡県　大木町

奈良県　葛城市 鹿児島県　志布志市

奈良県　安堵町 鹿児島県　大崎町

奈良県　斑鳩町

（順不同）

12月は地球温暖化防止月間です

～ 地球環境を考える
自治体サミット ～

未来の地球のためにできること

斑
鳩
町
が
代
表
を
つ
と
め

て
い
ま
す

サ
ミ
ッ
ト
加
盟
団
体
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今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、「
混
ぜ
れ
ば
ゴ

ミ
、
分
け
れ
ば
資
源
」
を
テ
ー
マ
に
、
リ

サ
イ
ク
ル
率（
ご
み
の
総
発
生
量
の
う
ち
、

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
も
の
の
割
合
）
が
全

国
Ｎ
Ｏ
．１
の
鹿
児
島
県
大
崎
町
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

大
崎
町
は
、
生
ご
み
を
は
じ
め
、
ビ
ン
・

缶
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
紙
類
な
ど
、
27

品
目
に
ご
み
を
分
別
し
、
徹
底
し
た
リ
サ

イ
ク
ル
を
行
っ
て
い
る
町
で
、
平
成
26
年

度
で
80
％
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
達
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
大
崎
町
を
は
じ
め
、

各
自
治
体
の
先
進
的
な
取
り
組
み
事
例
や

課
題
が
紹
介
さ
れ
、
各
自
治
体
首
長
ら
に

よ
り
、
今
後
の
ご
み
減
量
・
資
源
化
の
方

策
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
当
サ
ミ
ッ
ト
を
通
じ

て
、
同
じ
志
を
持
つ
自
治
体
が
連
携
し
て

取
り
組
む
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
再

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

リ
サ
イ
ク
ル
率
全
国
Ｎ
Ｏ
．１
の
ま
ち

　
【
平
成
27
年
11
月
11
日
・
12
日
】

鹿
児
島
県
大
崎
町
で
第
11
回
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催

▲�地球環境に関するアンケート結果など、校内でのリサイクルや
環境に関する取り組みについて発表する大崎小学校の６年生

▶�

27
分
別
の
大
崎
町
で
は
、
ビ
ン
も
色
別

に
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
分
別

▲�大崎町では町全域で生ごみを分別収集し、
町内で生ごみをたい肥化

◀�地球環境を考える
　　自治体サミットのようす

▲�
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瑞
宝
単
光
章

（
警
察
功
労
）川

かわ
野
の

　義
よし

治
はる

 さん
　
「
叙
勲
の
受
章
に
つ
い
て
、
名
誉
な
こ
と
で
大
変
う

れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
い
上
司
に
恵
ま
れ
、
同
僚

の
み
な
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
謙
虚

に
話
さ
れ
た
川
野
さ
ん
。

　
「
デ
モ
警
備
で
負
傷
し
た
こ
と
や
、
西
成
暴
動
、
祭

礼
警
備
に
従
事
し
た
こ
と
が
、
昨
日
の
よ
う
に
思
い
出

し
ま
す
。」
と
当
時
を
振
り
返
る
川
野
さ
ん
の
目
は
、

正
義
感
と
充
実
感
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

趣
味
は
軽
登
山
や
ハ
イ
キ
ン
グ
と
い
う
川
野
さ
ん

は
、「
体
力
が
落
ち
、
今
は
家
内
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。」
と
や
さ
し
く
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、「
自
治
会
役
員
の
任
務
を
残
り
期
間
全
う
し

た
い
で
す
。」
と
責
任
あ
る
表
情
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
章
を
心
よ
り
お
喜
び
し
、
な
お
一
層
の
ご
活
躍
を

期
待
い
た
し
ま
す
。

　

川
野
さ
ん
は
、
昭
和
41
年
か
ら
平
成
12

年
ま
で
の
約
35
年
間
、
平
野
警
察
署
を
皮

切
り
に
、
機
動
警
ら
な
ど
で
、
地
域
課
業

務
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

加
か

藤
とう

　三
みつ

雄
お

 さん

保
守
点
検
整
備
や
、
航
路
管
制
官
な
ど
の
業
務
に
携

わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
叙
勲
を
受
章
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
大
変
う
れ
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。
無
事
勤
め
ら
れ
た
の
も
、
先
輩
、

同
僚
、
家
族
の
支
え
が
あ
っ
た
こ
と
で
、
感
謝
し
て
い

ま
す
。」
と
謙
虚
に
話
さ
れ
た
加
藤
さ
ん
。

　
「
阪
神
淡
路
大
震
災
に
よ
り
施
設
の
被
害
を
受
け
た

時
な
ど
に
、
復
旧
に
努
力
し
た
こ
と
や
、
い
か
な
ご
漁

で
明
石
海
峡
お
よ
び
大
阪
湾
が
閉
塞
す
る
な
か
、
各
船

舶
の
安
全
航
行
の
た
め
情
報
提
供
し
た
こ
と
な
ど
が
思

い
出
に
残
り
ま
す
。」
と
当
時
を
振
り
返
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
趣
味
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、２
年
前
か
ら
、

各
鉄
道
会
社
が
企
画
す
る
ハ
イ
キ
ン
グ
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
映
画
も
よ
く
観
ま
す
。
ま
た
、
漢
字
検
定
準
１

級
を
め
ざ
し
勉
強
を
は
じ
め
ま
し
た
。」
と
生
き
生
き

と
、
楽
し
そ
う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
章
を
心
よ
り
お
喜
び
し
、
な
お
一
層
の
ご
活
躍
を

期
待
い
た
し
ま
す
。

　

加
藤
さ
ん
は
、
昭
和
47
年
か
ら
平
成
27

年
ま
で
の
約
43
年
間
、第
一
管
区（
釧
路
）、

第
四
管
区
（
名
古
屋
）
な
ど
の
海
上
保
安

本
部
各
所
で
、
連
絡
監
視
用
無
線
機
器
の

瑞
宝
単
光
章

（
海
上
保
安
功
労
）

町功労者表彰を受けられたみなさん
　

斑
鳩
町
の
発
展
と
振
興
に
尽
く
さ
れ
た
み
な
さ
ん
の
功
績
を
た
た
え
る
た
め
、

斑
鳩
町
表
彰
条
例
に
も
と
づ
く
表
彰
が
11
月
３
日
、
い
か
る
が
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
、
次
の
３
人
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

【
行
政
功
労
表
彰
】

　

・
木
田　

守
彦
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
元
斑
鳩
町
議
会
議
員
）

　

・
里
川　

宜
志
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
元
斑
鳩
町
議
会
議
員
）

　

・
故
土
屋　

善
典
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
元
斑
鳩
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
）

　

み
な
さ
ん
の
長
年

の
町
行
政
に
対
す
る

功
績
に
つ
き
ま
し
て

心
か
ら
感
謝
い
た
し

ま
す
。

　

警
察
官
や
自
衛
官
な
ど
危
険
性
の
高
い
仕
事
に
就

い
て
い
た
人
が
対
象
と
な
る
「
危
険
業
務
従
事
者
叙

勲
」
が
発
令
さ
れ
、
斑
鳩
町
か
ら
加
藤
三
雄
さ
ん
、

川
野
義
治
さ
ん
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

秋
の
叙
勲

左から　里川さん、木田さん

平
成
27
年
度
　
町
功
労
者
表
彰

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
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通知カードの受け取り・お問い合わせ先
①　平成27年10月５日の住所地が斑鳩町の人　　　…　斑鳩町役場・住民課（☎内線161）
②　平成27年10月５日の住所地が斑鳩町以外の人　…　10月５日時点の住所地の市町村

通知カードを受け取ることができなかった人へ
　簡易書留の保管期限内に通知カードを受け取ることができなかったなどの場合は、マイナ
ンバー通知は住所地の市町村に返送され、３か月間、保管されます。
　できるだけ早く、本人または代理人が、住所地の市町村に次の書類を持参し、マイナンバー
通知をお受け取りください。（斑鳩町では平成28年２月末までが保管期間となる予定です）

（受け取りに必要な書類など）
　　●本人が受け取る場合　　　本人確認書類（注）
　　●代理人が受け取る場合　　�本人の本人確認書類（注）、委任状など代理権を証明する書

類、代理人の本人確認書類（注）

（注）�「本人確認書類」とは、運転免許証・住民基本台帳カード・旅券・在留カードなどの官
公署発行の有効期限内の写真付身分証明書。写真付身分証明書がない場合は、健康保険
証、年金証書、本人名義の預金通帳、学生証など、個人識別事項の記載のある書類２点
以上が必要です。

　平成28年１月から、社会保障、税、災害対策の手続きのためにマイ
ナンバーの提示が必要となる場面があります。通知カードが届いたら、
大切に保管してください。
（注）　�住民票を異動する場合（転居、転出入）には、通知カードに新しい住所を記載する

必要がありますので、手続きの際、通知カードをお持ちください。
（注）　通知カードを再発行する場合には手数料が必要です。

❻

問合せ　マイナンバー制度全般に関すること	 …☎0120－95－0178
　　　　　　　　（マイナンバー全国共通ナビダイヤル	 …☎0570－20－0178）
　　　　　　　　（個人番号カードコールセンター	 …☎0570－783－578）
　　　　マイナンバー制度に対する町の取り組みに関すること	 …企画財政課（☎内線252）
　　　　町のマイナンバー通知・個人番号カードに関すること	 …住　民　課（☎内線161）

通知カードは、
大切に保管してください

みなさんの住民票の住所に、マイナンバーの送付をはじめています
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徒もオペラを熱演！！
～ オペラ公演 ～

1 0 / 8 ・斑鳩南中学校

　文化庁の「文化芸術による子どもの育成事業」の
一環として、斑鳩南中学校でＮＰＯ法人ミラマーレ
オペラによるオペラ「てかがみ」が公演されました。
この「てかがみ」は戦争と平和をテーマにした作品
で、公演の一部に生徒23人も出演し、合奏団によ
る生演奏にあわせて、歌と踊りを披露しました。
　オペラ公演後、生徒たちは「プロの出演者の声量
とその美しさに感動した。」「舞台の演出に驚いた。」
と感激していました。
　はじめてオペラに触れた生徒も多く、鑑賞した生
徒、出演し
た生徒、と
もに普段の
学校生活に
はない貴重
な体験がで
きました。

生

化と芸術の祭典　華やかに開催
～ 斑鳩の里文化芸術祭・史跡藤ノ木古墳記念シンポジウム ～

　11月３日から７日（４日を除く）まで、いかるがホールで斑鳩の里文化
芸術祭が開催されました。初日の11月３日、大ホールでは、オープニング
イベントとして、和太鼓いかるがのみなさんのパフォーマンスがあり、式
典において、これまで斑鳩町の発展に尽力いただいた３人の町功労者の表
彰および美術展覧会の入選者の表彰などが行われたほか、ロビーではお茶

会が開かれ、立ち寄られた来場者のみな
さんは作法を学びながら、お茶菓子を堪能されていました。
　今年は、史跡藤ノ木古墳記念シンポジウム「斑鳩　藤ノ木古墳の30年間
の調査・研究成果をふりかえる」を開催し、講師に藤ノ木古墳の第３次調
査を担当され、現在、奈良芸術短期大学教授の前園実知雄先生を迎えて、
藤ノ木古墳調査当時の状況など、基調報告を行っていただきました。
　基調報告の後、前園先生と古墳研究の第一人者で、兵庫県立考古博物館
の館長を務めておられる立命館大学名誉教授の和田晴吾先生、藤ノ木古墳
の調査に参加された、俳優で日本考古学協会会員の苅谷俊介さんに参加い
ただき、パネルディスカッションを行いました。シンポジウムに参加され
たみなさんは、普段聞くことのできない話に興味深く聞き入っていました。
　そのほか、11月７日まで、小ホールや研修室では、絵画や写真、書、工
芸などの美術展覧会や、菊花展が行われ、来場者はみごとな作品に見入っ
ていました。

文

1 1 / 3 、 5 、 6、 7・いかるがホール

古学ファンの心をくすぐる　石室特別公開！
～ 秋季　史跡藤ノ木古墳石室特別公開 ～

　春季も好評を博した史跡藤ノ木古墳石室特別公
開が行われ、藤ノ木古墳の歴史や魅力を体感する
機会として、たくさんの観光客や考古学ファンで
にぎわいました。見学者たちは古墳内部の石室や
石棺の実物を間近に見て、感動しているようすで
した。
　考古学ファンという見学者は、「1400年以上
も昔のものが目の前にあると思うと感動しまし
た。このような体験ができてとても嬉しいです。」
と話されていました。
　見学後は法隆寺や文化財センターを訪れる人も
多く、歴
史豊かな
斑鳩の里
を満喫さ
れていま
した。

考

1 0 / 3 1 、 1 1 / 1 ・藤ノ木古墳

▲和太鼓いかるが

▲前園氏による基調講演

▲パネルディスカッション
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鳩町の魅力を最大限に発信！
～ 奈良県観光キャンペーン平成27年秋「プロモーション会」～

10/19・グランドハイアット東京

ったいないの心を広げよう
～ エコるが 環境教室 ～

10/19・斑鳩幼稚園、10/23・法隆寺幼稚園

　「奈良」の魅力を全国のみなさんに知っていた
だくため、メディアや旅行会社に向けた商談会が
行われ、斑鳩町も参加しました。
　奈良県は、平成27年から執り行われている春
日大社第六十次式年造替を核として、「1300年
のこころ見つけました」と題し、奈良県観光キャ
ンペーンを実施しています。
　商談会では、斑鳩町の魅力を凝縮したモデルツ
アーや体験型プログラムなどを存分にＰＲしてき
ました。
　小城町長も他市町村長と一緒にトップセールス
に参加し、有意義なプロモーションとなりました。

　もったいないことしてないかな？園児のみなさ
んと「エコ」について考える環境教室が、斑鳩町
地球温暖化対策地域協議会「エコるが」の主催で
開催されました。「ごはんを残さず食べようね」「テ
レビを見ないときは消そうね」「冷蔵庫を開けっ
放しにしないようにね」とみんなでお約束した後
は、ピアニカ演奏グ
ループ「ぷかぷかま
かろん」の演奏で楽
しみました。

斑

も

　太子ゆかりの地友好都市、兵庫県太子町の催し「太
子あすかふるさとまつり」へ67人の住民のみなさ
んが参加し、物産展やフリーマーケットなどを通し
て地元のみなさんと交流されました。
　また、法隆寺地域の仏教建造物と同じく日本初の
世界文化遺産に指定されている姫路城を訪れ散策、

「平成の修理」を終え、築城時の白く美しい姿によ
みがえった大天守などを見学しました。
　参加者からは、「太子町の歴史を見学したり子ど
もさんのマーチングを聞いたりと、楽しく過ごせま
した。」「白鷺城の名前のごとく美しく感激しまし
た。」という感想が聞かれ、良い思い出となったよ
うすでした。

　人権擁護委員のみなさんがイメージキャラクター
の人ＫＥＮまもる君・人ＫＥＮあゆみちゃんといっ
しょに保育園へ人権出前教室に来てくれました。
　紙芝居を見せてもらい、「こんなときどうする？」

「みんなやったらどうこえをかける？」と人権につ
いてわかりやすく声がけしてもらい、園児たちも人
権について学ぶことができました。
　最後に全員で「世界をしあわせに」の歌を合唱し、
まもるくん・あゆみちゃんとふれあって楽しい一日
を過ごしました。

にしえの　世から引き継ぐ　太子の縁
～ 兵庫県太子町と住民交流 ～

権への意識が芽生える　きっかけに
～ 人権出前教室 ～

い

人

1 1 / 3 ・兵庫県太子町

1 0 / 6 ・たつた保育園

▲パゴちゃんも交流中！
▲�小城町長も斑鳩の魅力
をＰＲ

▼白く輝く大天守▼�斑鳩への誘客をめざし
商談中！

▲斑鳩幼稚園 ▲法隆寺幼稚園
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とパゴちゃんで観光客をお出迎え♪
～ パゴちゃんふれあいキャンペーン ～

10/24・25・31、11/1・3・法隆寺周辺

　10月26日が俳人の正岡子規が「柿食へば 鐘が鳴
るなり 法隆寺」の句を詠んだ日とされ、「柿の日」
となっていることから、26日に地元の農産物ＰＲ
のため、ＪＡならけんによる、奈良県産の柿のふる
まいが行われました。
　また、この句をモチーフに誕生した斑鳩町の人気
者「パゴちゃん」が、春に引き続き、秋の行楽シー
ズンにも法隆寺周辺に登場しました。
　パゴちゃんを多くのみなさんに PR でき、「可愛
いね」「名前覚えとくよ！」と嬉しいお言葉をいた
だくなど、パゴちゃんの知名度が全国津々浦々に広
がることに期待できる場となりました。

柿

学の甲子園ジュニア全国大会に出場！！
～ 斑鳩中学校科学部　表敬訪問 ～

1 1 / 2 ・町長室

　12月４日～12月６日に東京都で開催される第
３回科学の甲子園ジュニア全国大会に斑鳩中学校
の科学部の西島瑛さん、岡田真奈人さん、井出仁
さん、平居容大さん、 岡憲作さん、森田篤志さ
んが出場されることとなり、町長室へ報告に訪れ
ました。
　部長の岡田さんから「上位をめざしてがんばり
ます。」と抱負を語られました。
　町長からは「６人が一致団結して、全国に斑鳩
中学校科学部の名を残すようがんばってくださ
い。」と激励の言葉をかけられました。

科
国都道府県対抗中学バレーボール大会出場

～ 斑鳩中学校バレーボール部の大和涼音さん　表敬訪問 ～

　12月25日～12月28日に大阪市で開催されるＪ
ＯＣジュニアオリンピックカップ第29回全国都道
府県対抗中学バレーボール大会の奈良県代表選手と
して、斑鳩中学校のバレーボール部の大和涼音さん
が出場されることとなり、町長室へ報告に訪れまし
た。
　大和さんから「４か月間練習してきた成果を活か
せるようがんばります。」と抱負を語られました。
　町長からは「奈良県代表に選ばれたことを誇りに
し、けがのないようがんばってください。」と激励
の言葉をかけられました。

全

1 1 / 2 ・町長室

くほく焼き芋で　食欲の秋を満喫！
～ ほくほくお芋でお楽しみ会 ～

　子どもたちに秋の味覚を味わってもらい、食欲
の秋を満喫してもらおうと、斑鳩ライオンズクラ
ブによる奉仕活動として、町内の各幼稚園で焼き
たてほかほかの「なると金時」が振る舞われまし
た。
　本格的な石焼き芋機でじっくり焼き上げられた
芋を配られた子どもたちからは歓声があがり、「い
ただきます」の挨拶が待ちきれないようすでした。
　「おいしい！」「甘い！」と芋を口いっぱいにほ
おばる子どもたちの笑顔に、体と心があたたまる
一日となりました。

ほ

1 0 / 3 0 ・ 3 1 、 1 1 / 5 ・町内各幼稚園

▲大人気のパゴちゃん！

▲左から西島さん、岡田さん、小城町長、井出さん、平居さん、 岡さん、森田さん

▼奈良の柿を観光客へＰＲ

▲焼き芋を配られ、
　待ちきれないようす

▼ほくほく焼き芋を
　食べるようす
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斑
鳩
ユ
ネ
ス
コ
協
会
会
長
賞

　

坪　

岡　

虎
太
郎
（
斑
鳩
小
２
年
）

優
秀
賞

　

松　

村　

春　

香
（
斑
鳩
小
６
年
）

　

田　

中　

萌　

音
（
斑
鳩
西
小
５
年
）

　

向　

井　

美　

琴
（
斑
鳩
中
１
年
）

佳　
　
作

　

村　

田　

真　

将
（
斑
鳩
西
小
３
年
）

　

城　

尾　

萌　

衣
（
斑
鳩
西
小
５
年
）

　

安　

井　
　
　

昴
（
斑
鳩
東
小
１
年
）

　

正　

司　

し
ず
か
（
斑
鳩
東
小
４
年
）

　

山　

本　

由
希
菜
（
斑
鳩
東
小
５
年
）

　

橋　

口　

楓　

斗
（
斑
鳩
東
小
６
年
）

　

　

谷　

み
の
り
（
斑
鳩
中
１
年
）

　

松　

島　
　
　

帆
（
斑
鳩
中
２
年
）

　

井　

上　

皓　

平
（
斑
鳩
中
３
年
）

　

小　

川　

あ
ゆ
な
（
斑
鳩
中
３
年
）

た
く
さ
ん
み
つ
け
た
　
ま
ち
の
宝
物

10
／
25
・
中
央
公
民
館

　

世
界
遺
産
法
隆
寺
の
あ
る
町
と
し
て
、

町
の
宝
物
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
心
を
育
む

た
め
、「
わ
た
し
の
町
の
た
か
ら
も
の
」

絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
、
主
催
す
る

斑
鳩
ユ
ネ
ス
コ
協
会
か
ら
、
次
の
み
な
さ

ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

応
募
総
数　
４
９
７
人
（
敬
称
略
）

　
（
入
賞
者
名
・
学
校
名
・
学
年
）

日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
会
長
賞

　

長　

野　

は
づ
き
（
斑
鳩
中
３
年
）

～
「
わ
た
し
の
町
の
た
か
ら
も
の
」

　
絵
画
展
入
賞
者
発
表 

～▲ 入賞者のみなさん

▲ 展覧の様子

●
自
治
医
科
大
学
と
は

　

�　
へ
き
地
に
住
む
人
々
に
医
療
を
提
供

し
、
健
康
を
守
る
こ
と
を
理
念
と
し
て

全
国
の
都
道
府
県
が
共
同
に
よ
り
昭
和

47
年
に
設
立
さ
れ
た
大
学
で
す
。

●
修
学
資
金
貸
与
制
度

　

�　
入
学
料
お
よ
び
在
学
中
の
授
業
料
な

ど
が
貸
与
さ
れ
ま
す
。

　

�　
貸
与
金
は
大
学
卒
業
後
、
奈
良
県
知

事
が
指
定
す
る
診
療
所
な
ど
に
医
師
と

し
て
勤
務
し
、
そ
の
期
間
が
貸
与
を
受

け
た
期
間
の
２
分
の
３
に
達
し
た
場
合

は
、
そ
の
返
還
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

●
入
学
を
出
願
す
る
資
格
の
あ
る
者

　

�　
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び
平

成
28
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
者
、
ま
た

は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
者（
学
校
教
育
法
第
90
条
、

同
法
施
行
規
則
第
１
５
０
条
参
照
）
の

う
ち
奈
良
県
内
の
高
等
学
校
出
身
者
、

ま
た
は
本
人
も
し
く
は
保
護
者
の
住
民

票
が
３
年
前
か
ら
県
内
に
あ
る
者

●
入
学
試
験
概
要

・
第
１
次
試
験

　

学
力
試
験

　

日
時　
平
成
28
年
１
月
25
日（
月
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
２
時
10
分

　

※�

教
科
な
ど
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

　

面
接
試
験

　

日
時　
平
成
28
年
１
月
26
日（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
10
分
～

　

※�

前
日
の
学
力
試
験
及
第
者
に
対
し
て

行
う
。

　

試
験
会
場　
ホ
テ
ル
リ
ガ
ー
レ
春
日
野

　
　
　
　
（
奈
良
市
法
蓮
町
７
５
７
︲
２
）

・
第
２
次
試
験

　

日
時　
平
成
28
年
２
月
４
日（
木
）

　
　
　
　

午
前
８
時
50
分
～

　

午
後
５
時
10
分

　

科
目　
小
論
文
お
よ
び
面
接
試
験

　

試
験
会
場　
自
治
医
科
大
学

　
　
　
（
栃
木
県
下
野
市
薬
師
寺

　

３
３
１
１
︲
１
）

●
出
願
受
付

　

期�

間　
平
成
28
年
１
月
４
日（
月
）～
20

日（
水
）
午
後
５
時
ま
で
に
必
着

　

方�

法　
奈
良
県
庁
医
師
・
看
護
師
確
保

対
策
室
あ
て
書
留
速
達
郵
便
ま
た
は

簡
易
書
留
速
達
郵
便　

※
消
印
有
効

期
限　
平
成
28
年
１
月
19
日（
火
）

●
問
合
せ

・�

自
治
医
科
大
学

　
　
　

学
事
課　

入
試
広
報
係

　
　
　
　
　
（
栃
木
県
下
野
市
薬
師
寺

　

３
３
１
１
︲
１
）

　
（
☎
０
２
８
５
�
７
０
４
５
）

・�

奈
良
県
医
療
政
策
部　

医
師
・
看
護
師

確
保
対
策
室　

医
師
対
策
係

　
　
　
　
　
（
奈
良
市
登
大
路
町
30
）

　
　
　
　
　
（
☎
０
７
４
２
㉗
８
６
４
４
）

平
成
28
年
度
自
治
医
科
大
学

入
学
者
募
集
に
つ
い
て



4 3 2 1

斑鳩文化財センター
（☎0745―70―1200）

※�「てんいち」とは、てん（英語の10）と、いち（１）を合わせて11（毎月11日は人権を確かめあう日）とい
う意味です。

史跡中宮寺跡の整備事業について
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史
跡
中
宮
寺
跡
に
つ
い
て
は
現

在
、整
備
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
こ
の
史
跡
中
宮
寺

跡
の
整
備
事
業
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

整
備
工
事
に
つ
い
て

　

中
宮
寺
は
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
寺
院
で
、

中
宮
寺
跡
は
そ
の
創
建
地
に
あ
た
り
ま
す
。

発
掘
調
査
の
結
果
、
飛
鳥
時
代
の
貴
重
な

寺
院
跡
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、

平
成
２
年
に
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
斑
鳩
町
で
は
、
こ
の
中
宮
寺
跡
を
、

保
存
し
活
用
す
る
た
め
事
業
を
す
す
め
て

お
り
、
平
成
25
年
度
か
ら
現
地
の
整
備
工

事
を
は
じ
め
て
い
ま
す
。昨
年
度
ま
で
は
、

土
を
盛
っ
た
り
、
水
路
な
ど
を
設
置
す
る

工
事
を
行
い
ま
し
た
。
た
だ
し
、
昨
年
ま

で
の
工
事
の
内
容
が
、
土
地
の
造
成
や
水

路
工
事
で
あ
る
た
め
、
遺
跡
の
整
備
工
事

を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
れ
て
い
な

い
人
も
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。塔

と
金
堂
の
整
備
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
度
工
事
の
中
心
と
な
る
の
は
、

塔
と
金
堂
部
分
の
整
備
で
す
。
こ
れ
ら
の

建
物
は
既
に
失
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
建
物

の
基
礎
部
分
で
あ
る「
基き

壇だ
ん

」が
今
も
残
っ

て
い
る
の
が
大
き
な
特
徴
で
す
。
金
堂
基

壇
の
上
に
は
、
建
物
の
柱
を
支
え
た
礎そ

石せ
き

が
一
つ
だ
け
現
地
に
残
っ
て
い
ま
す
が
、

今
回
の
整
備
で
は
、
建
物
の
大
き
さ
が
わ

か
る
よ
う
、
す
べ
て
の
柱
の
位
置
に
復
元

し
た
礎
石
を
配
置
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
整

備
状
況
に
つ
い
て
は
、
地
面
上
か
ら
で
も

あ
る
程
度
見
る
こ
と
は
可
能
で
す
が
、
基

壇
上
面
ま
で
の
高
さ
が
高
い
と
こ
ろ
で
は
、

1.6
ｍ
程
度
あ
る
た
め
、
詳
し
く
見
よ
う
と

し
た
場
合
、
基
壇
の
上
面
に
上
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
通
常
の
整
備
で
は
階
段
を
設

置
す
る
だ
け
で
す
が
、中
宮
寺
跡
の
場
合
、

よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
上
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
階
段
以
外
に
、
基
壇
に
沿
う
よ
う
に

ス
ロ
ー
プ
を
設
置
し
ま
す
。
平
城
宮
跡
の

朱す

雀ざ
く

門も
ん

や
大だ
い

極ご
く

殿で
ん

な
ど
、
建
物
を
復
元
し

た
も
の
に
つ
い
て
は
ス
ロ
ー
プ
が
設
け
ら

れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
基
壇
部

分
の
み
を
整
備
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

中
宮
寺
跡
が
は
じ
め
て
の
試
み
だ
と
思
い

ま
す
。
史
跡
藤
ノ
木
古
墳
の
整
備
で
も
、

車
イ
ス
の
人
が
そ
の
ま
ま
石
室
内
に
入
れ

る
よ
う
に
石
室
内
部
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
行
っ
て
お
り
、
大
変
好
評
で
す
。

中
宮
寺
跡
の
今
後

　

整
備
事
業
は
、
平
成
29
年
度
の
完
成
を

め
ざ
し
て
す
す
め
て
い
ま
す
。
完
成
す
れ

ば
、
約
２
８
，
０
０
０
㎡
と
斑
鳩
町
で
は

こ
れ
ま
で
に
な
い
大
き
な
公
園
と
な
り
ま

す
。
今
回
説
明
し
ま
し
た
塔
と
金
堂
基
壇

の
整
備
の
ほ
か
、
緑
地
広
場
や
多
目
的
に

利
用
で
き
る
広
場
な
ど
、
歴
史
学
習
の
場

と
し
て
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
人
が
集
え

る
憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
す
す
め
て
い
き

ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

▶
盛
土
工
事
が
す
す
む
塔
・
金
堂
基
壇



環境対策課
（☎内線133）

　このコーナーでは、斑鳩町地球温暖化対策
地域協議会（愛称：エコるが）の団体・企業
会員の地球にやさしい取り組みを紹介してい
ます。

※�エコるがは、住民、事業所、関係団体が連携し地域において地球温暖化防止に向けた自主的・自発的な活動を
促進することを目的として、平成24年10月に設立した団体です。「もったいない」を合言葉に、自然と歴史文
化が息づく斑鳩の里を、子や孫の世代につなぐため、地球温暖化防止のためのさまざまな活動を行っています。

身の丈に合った環境への取り組みを
～ 奈良中央信用金庫　法隆寺支店 ～
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毎月10日と20日は陶器回収の日〈12月の陶器等回収日〉
　１２月１０日（木）・１２月２１日（月）
　役場環境対策課（午前８時30分～午後５時30分）
　衛生処理場（幸前2-8-9）（午前８時30分～午後３時30分）
※衛生処理場のみ、１２月１２日（土）、１２月２７日（日）も受け付けします。

　

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
を
「
人
権
週

間
」
と
定
め
、
広
く
国
民
に
人
権
尊
重
思

想
の
普
及
高
揚
を
は
か
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

平
成
27
年
度
啓
発
活
動
重
点
目
標

「
み
ん
な
で
築
こ
う　
人
権
の
世
紀

～
考
え
よ
う　
相
手
の
気
持
ち

　
育
て
よ
う　
思
い
や
り
の
心
～
」

と
定
め
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

斑
鳩
町
に
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た

次
の
人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。

　

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
人
権
に
関

す
る
こ
と
で
お
悩
み
の
と
き
は
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

・
西　

尾　

雅　

央

・
已　

波　

美
津
子

・
中　

塩　

利　

明

・
松　

田　

和　

枝

・
上　

田　

昌　

功

・
池　

元　

秀　

次

・
松　

原　

眞
由
美

・
森　

田　

敬　

子

相
談
日　
　

毎
月
第
２
水
曜
日

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

相
談
場
所　
役
場
１
階
第
３
会
議
室

問
合
せ　
　

住
民
課
（
☎
内
線
１
６
３
）

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は

人
権
週
間
で
す

　当金庫では、地域貢献、社会貢献
は ｢当然の使命｣ であると考え、環
境に関する取り組みをはじめさまざ
まなＣＳＲ（企業の社会的責任）活
動を展開しているところです。その
中から二つの取り組みを紹介したい
と思います。

●クリーンキャンペーン（平成16年～）
　全役職員で組織された“ちゅうしんボランティアクラブ”が中心にな
り、地元の市や町への感謝の気持ちを込めて店舗所在の自治体と連携し
て毎年11月に地域の清掃活動を行っています。そして、参加者1人につ
き500円を活動地の社会福祉協議会に対して寄付しています。また、平
成24年からは高等養護学校の生徒さんも参加されています。

●再生可能エネルギーの普及のお手伝い（平成25年～）
　再生可能エネルギーによる地
域活性化の奈良モデルの実現に
取り組む一般社団法人 地域未
来エネルギー奈良の活動に賛同
し、市民共同型の太陽光発電所
に対する出資や人的参画も行っ
ています。

　以上が主な取り組みですが、本業では環境を意識した商品（eco リ
フォームローン、eco マイカーローンなど）も取り扱っています。
　これからも、背伸びをせず、身の丈に合った環境への取り組みを継続
し、「良き企業市民」の役割を果たせればと思います。

10月の生ごみたい肥化量25,654㎏
　可燃ごみの10.8％をたい肥化
できました
※モデル世帯数4,738世帯（10月末）

家庭から出るごみの量

100 200 300 400 500（トン）
可燃ごみ　　　不燃ごみ　　　粗大ごみ　　　その他プラ類
缶・びん類、ペットボトル　　有害ごみ　　　生ごみ・草類

10月

９月

８月

平成27年度

平成26年度

平成27年度

平成26年度

平成27年度

平成26年度

▶
恋の窪未来発電所＠ならコープ
（年間発電量46,142kwh〈平成26年度〉）

▲クリーンキャンペーンのようす
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★ 

活
動
の
き
っ
か
け
は
!?

　

平
成
15
年
に
健
や
か
奈
良
支
援
財
団
が

主
催
さ
れ
た
運
動
普
及
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
を
修
了
し
、
翌
年
、「
運
動
普
及

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て
結
成
。
現
在
、

15
人
で
保
健
セ
ン
タ
ー
と
協
働
し
て
「
は

つ
ら
つ
運
動
教
室
」
の
企
画
・
運
営
や
ラ

ジ
オ
体
操
の
普
及
な
ど
、
運
動
に
よ
る
健

康
増
進
の
た
め
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

★ 

元
気
で
健
康
で
い
る
た
め
に
!!

　

第
２
期
斑
鳩
町
健
康
増
進
計
画
に
も
と

づ
き
、
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

高
齢
化
が
す
す
む
今
、
町
民
の
み
な
さ

ん
が
い
つ
ま
で
も
健
康
で
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
み
な
さ
ん
の
健
康
づ
く

り
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

★ 

町
主
催
イ
ベ
ン
ト
を
サ
ポ
ー
ト
！

　

町
が
主
催
す
る
健
康
増
進
普
及
月
間
イ

ベ
ン
ト
で
は
、
歩
こ
う
会
を
企
画
し
、
見

守
り
や
声
か
け
を
し
な
が
ら
町
内
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
し

ま
し
た
。
当

日
は
、
暑
か

っ
た
で
す
が

参
加
さ
れ
た

み
な
さ
ん
か

ら
は
、
楽
し

か
っ
た
と
喜

ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

★ 

福
祉
会
な
ど
も
サ
ポ
ー
ト
!!

　

自
治
会
や
小
地
域
福
祉
会
な
ど
へ
保
健

セ
ン
タ
ー
職
員
と
一
緒
に
出
向
き
、
運
動

習
慣
が
定
着

で
き
る
よ

う
、
簡
単
で

気
軽
に
で
き

る
体
操
、
座

っ
た
ま
ま
で

も
で
き
る
運

動
な
ど
の
紹

介
を
し
て
い

ま
す
。

★ 

若
い
人
も
ぜ
ひ
ご
参
加
を
!!

　

今
後
も
引
き
続
き
、
よ
い
生
活
習
慣
を

身
に
着
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
運
動
普

及
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
成
し
、
健
康
づ
く

り
が
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
行
政
と
共

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

健
康
の
た
め
に
、
よ
り
一
人
で
も
多
く

の
人
に
運
動
教
室
な
ど
に
参
加
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

若
い
人
も
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

★ 

協
働
と
し
て

　

運
動
普
及
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
員
は
、

町
民
の
一
人
ひ
と
り
の
健
康
寿
命
を
少
し

で
も
伸
ば
そ
う
と
願
い
、
運
動
す
る
こ
と

を
広
め
た
い
と
活
動
し
て
い
ま
す
。
い
つ

ま
で
も
、
は
つ
ら
つ
と
し
て
活
気
に
あ
ふ

れ
る
斑
鳩
町
を
め
ざ
し
て
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。

取
材
を
終
え
て

　

熱
心
に
活
動
さ
れ
る
運
動
普
及
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
が
、
私
た
ち
の
地
区

に
来
て
く
だ
さ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
運
動
指
導
に
加
え
て
、
い
ろ
い
ろ

な
お
話
で
、
心
と
体
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

き
そ
う
で
す
。

（
担
当
：
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ア
メ
ン
バ
ー

記
事
・
編
集　

佐
伯
由
美
・
亀
井
元
美
）

協 働
みんなが主役の新しいまちづくり

～ 住民活動団体の取り組み紹介 ～

　協働に対する理解促進をはかることを目的に、現在
協働事業に取り組んでおられる住民活動団体や事業者
の紹介をしています。
　広報の取材や記事の作成は住民有志のメンバーと町
職員が協働で行っています。

問合せ　総務課（☎内線２７３）

『運動普及ボランティア』
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住
民
活
動
団
体
が
町
と
協
働
で
行
う
事

業
の
提
案
を
募
集
し
、
採
択
し
た
事
業
に

対
し
て
、
平
成
28
年
度
か
ら
住
民
活
動
団

体
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
す
る
制
度
で

す
。

　

住
民
活
動
団
体
の
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
新
し
い
活
動
を
創
り
出
そ
う
と
す

る
動
き
を
支
援
し
、
自
立
し
た
継
続
的
な

活
動
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

応
募
の
概
要

　

平
成
28
年
度
に
実
施
す
る
「
活
動
提
案

事
業
」
を
募
集
し
ま
す
。
申
請
書
を
提
出

後
、
書
類
審
査
と
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
（
必
要
に
応
じ
て
）
で
事
業
を
決

定
し
ま
す
。

応�

募
期
間　
12
月
１
日（
火
）～

　

平
成
28
年
１
月
22
日（
金
）

応�

募
方
法　
役
場
総
務
課
、
生
き
生
き
プ

ラ
ザ
斑
鳩
、
中
央
・
東
・
西
公
民
館
、

い
か
る
が
ホ
ー
ル
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
る
「
応
募
の
手
引
き
」
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
・
対
象
事
業

　
「
応
募
の
手
引
き
」
ま
た
は
11
月
号
広

報
17
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
活
動
テ
ー
マ
の
例
を
紹
介

《
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

活
動
提
案
事
業
と
は
》

歴
史
・
文
化
の
拠
点
づ
く
り
と
活
用

●�

斑
鳩
の
歴
史
文
化
に
関
す
る
関
心
を
高

め
、
斑
鳩
フ
ァ
ン
を
増
や
す
「
い
か
る

が
検
定
」
の
実
施

●�

斑
鳩
の
隠
れ
た
魅
力
を
発
掘
し
発
信
す

る
「
い
か
る
が
魅
力
マ
ッ
プ
づ
く
り
」

や
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
づ
く
り
」

環
境
・
景
観
ま
ち
づ
く
り

●�

「
完
熟
堆
肥
の
活
用
を
推
進
し
、
町
内

で
資
源
の
循
環
を
造
り
出
す
活
動
」

●�

エ
コ
活
動
か
ら
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
広

が
る
「
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
仕
組
み
づ
く

り
と
試
行
」

健
康
と
福
祉
を
支
え
る
人
づ
く
り

●�

高
齢
者
同
士
が
助
け
合
え
る
「
地
域
の

助
け
合
い
チ
ー
ム
の
立
ち
上
げ
」

●�

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
を
め
ざ
し
て
、

子
育
て
家
族
に
や
さ
し
い
ス
ポ
ッ
ト
が

人
目
で
わ
か
る
「
子
育
て
マ
ッ
プ
づ
く

り
」

農
・
食
を
通
じ
た
交
流
の
ま
ち

●�
菜
の
花
オ
イ
ル
な
ど
、
斑
鳩
な
ら
で
は

の
特
産
品
を
生
か
す
「
斑
鳩
の
里
・
農

と
食
の
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
応
援

チ
ー
ム
づ
く
り

●�

耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
た
「
農
業
体
験

イ
ベ
ン
ト
」
の
実
施

 

 

平成27年度

事業の申請

12月₁日～
翌年₁月22日
認定申請書を
総務課に提出

選　　考

書類審査と提案団体
のプレゼンテーショ
ン（必要に応じて）
を行い審議します。

事業の認定

審議の結果を提
案団体に通知し、
事業認定となり
ます。

事業の実施

実施計画に基づき、
補助事業を実施し
てください。

事業の報告

補助事業完了後、
完了報告書を提
出してください。

実施報告会の開催

平成28年度

総務課（☎内線２７３）

斑鳩町協働のまちづくり

活動提案事業を募集します！

はじめます !!

みんなが主役の新しいまちづくり

補助金交付制度スタート !!
やって
みよう！

◦ 応募から活動までの主なスケジュール ◦



主な連絡先
斑鳩町役場
	 ☎0745-74-1001
上水道課
	 ☎0745-74-1401
下水道課
	 ☎0745-74-2406
町立図書館
	 ☎0745-75-7733
中央公民館
	 ☎0745-74-1511
東公民館
	 ☎0745-74-4122
西公民館
	 ☎0745-75-3911
中央体育館
	 ☎0745-75-3100
斑鳩文化財センター
	 ☎0745-70-1200
生き生きプラザ斑鳩
	 ☎0745-70-1000
保健センター
	 ☎0745-70-0001
斑鳩町観光協会
	 ☎0745-74-6800
ふれあい交流センター
いきいきの里
	 ☎0745-74-0990
衛生処理場
	 ☎0745-74-2371
西老人憩の家
	 ☎0745-74-1517
東老人憩の家
	 ☎0745-74-5050
三室休日診療所
	 ☎0745-74-4100
いかるがホール
	 ☎0745-75-7743
斑鳩町シルバー
人材センター
	 ☎0745-75-0884
斑鳩町地域包括
支援センター
☎0745-75-4000

※�情報内の問合せの電話番号
の記載のない場合は、上記
電話番号をご確認ください。

● 

広　
告　
枠 

●
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申�

込　
12
月
15
日（
火
）ま
で
に
、
所
定
の

申
請
書
と
必
要
書
類
を
添
え
て
、
福
祉

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
な

ど
は
福
祉
課
で
交
付
し
ま
す
。

　

�　
な
お
、
現
在
入
室
さ
れ
て
い
る
児
童

で
来
年
度
も
入
室
を
希
望
さ
れ
る
場
合

も
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
必
要
性

の
高
い
児
童
か
ら
入
室
と
な
り
ま
す
。

平
成
28
年
度

学
童
保
育
入
室
児
童
募
集

　

福
祉
課
（
☎
内
線
１
２
５
）

対�

象
者　
小
学
校
１
年
生
か
ら
４
年
生
ま

で
で
、
保
護
者
が
昼
間
常
に
仕
事
や
病

気
な
ど
の
理
由
で
不
在
で
あ
る
児
童
な

ど
。

開�

設
期
間　
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
29
年
３
月
31
日
ま
で
。
た
だ
し
、
日

曜
日
・
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
（
12
月

29
日
～
１
月
３
日
）
は
休
室

開�

設
時
間　
平
日
は
放
課
後
か
ら
午
後
６

時
30
分
ま
で
。
土
曜
日
・
長
期
休
業
中

は
午
前
７
時
45
分
か
ら
午
後
６
時
30
分

ま
で
。

開
設
場
所
・
定
員

　

・
斑
鳩
学
童
保
育
室

　
　
（
斑
鳩
小
学
校
内
）　

…
…
１
４
０
人

　

・
斑
鳩
西
学
童
保
育
室

　
　
（
斑
鳩
西
小
学
校
内
）　

…
…
５
０
人

　

・
斑
鳩
東
学
童
保
育
室

　
　
（
斑
鳩
東
小
学
校
内
）　

…
１
１
０
人

人
権
講
演
会
・
人
権
セ
ミ
ナ
ー

　

福
祉
課
（
☎
内
線
１
２
８
）

　
　

中
央
公
民
館
（
水
曜
休
館
）

　
（
☎
０
７
４
５
�
１
５
１
１
）

日
時　
12
月
12
日（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

場
所　
中
央
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

演
題　
「
ゆ
っ
く
り　

ゆ
っ
く
り
」

講
師　
夫
婦
デ
ュ
オ

　
　
　

真
ち
ゃ
ん
和
ち
ゃ
ん

相　談　日 時　間 場　　所 申　　込

無 料 法 律 相 談 8日㈫、15日㈫、22日㈫
（電話予約申込順） 13:00～16:00 役 場 1 階第2会議室

住民課
（☎内線163）

消 費 生 活 相 談
24日㈭ 9:00～16:00

役 場 1 階
第3会議室

申込不要
問合せ　住民課
（☎内線163）

3日㈭、10日㈭、17日㈭ 13:00～16:00
人 権 相 談 9日㈬（毎月第2水曜日）

13:00～16:00
行 政 相 談 1日㈫（毎月第1火曜日）
青少年悩みごと
教 育 相 談 毎週火・金・土曜日 9:00～16:00 中央公民館 事前に☎0745740077

までご連絡ください

出前サポステ若者
自立の無料相談 毎月第2土曜日 9:00～12:00 中央公民館

☎0744442055
fax0744442056
（若者サポートステーションやまと）

子 育 て 相 談 毎月第2・第4水曜日 9:00～16:00 生き生きプラザ
斑 鳩 相 談 室

福祉課
（☎内線125）

女性のための相談
11日㈮（第2金曜日） 9:30～12:30

役場会議室 予約専用☎0745759269
休日を除く8:30～17:3025日㈮（第4金曜日） 13:00～16:00

増改築無料相談 19日㈯（毎月第3土曜日） 13:00～16:00 中央公民館 全奈良建築斑鳩支部
☎0745741218

● 
募　
　
集 

●

※相談の時間が₉：00～16：00の場合は、12：00～13：00の間は不在となります。

12月の相談
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一、�歴史と文化を大切にし、貴重な遺産を次の世代に
伝えます。

一、�恵まれた自然との調和をはかり、やすらぎのある
まちにします。

一、�人権を尊重し、心のふれあ
うまちをめざします。

一�、�ともに生き、ともに学び、
未来を拓く活力のあるまち
にします。

一�、�知恵と力を出し合い、住み
よいまちを築きます。

町民憲章（平成９年５月９日制定）
わたしたちは、聖徳太子ゆかりの斑鳩のまちに住むこと
を誇りとし、「和」の精神を尊び、明るく豊かな郷土を
つくります。

町
の
木
・
く
ろ
ま
つ

１２月４日～１０日までは、
「○○週間」です。

　　　さて何でしょう？
〈12月11日㈮必着〉

応�募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電
話番号を書いて、「〒636–0198 斑鳩町役場・広報
クイズ係」まで。正解者のなかから、抽選で２人
に図書カードをプレゼントします。プレゼントの
当選は、発送をもってかえさせていただきます。

11月号のクイズの答　女性（応募総数23）

Q

町政や広報に
ついてのご意
見・ご要望も、
お書き添え
ください。

▲

＊�

臨
時
職
員
の
応
募
は
、
電
話
、
ｆ
ａ
ｘ
、

郵
送
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る

受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

学
校
・
幼
稚
園
・
公
民
館
・

体
育
館
臨
時
職
員
の
募
集

　
　
　

教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
課

　
（
☎ 

内
線
２
３
５
）

採
用
予
定
の
職
種
・
人
員

　

学
校
等
臨
時
事
務
員
…
…
…
…
若
干
名

　

学
校
臨
時
用
務
員
…
…
…
…
…
若
干
名

　

公
民
館
臨
時
職
員
…
…
…
…
…
若
干
名

　

公
民
館
臨
時（
夜
間
）職
員
…
…
若
干
名

　

体
育
館
臨
時
事
務
員
…
…
…
…
若
干
名

申
込
用
紙
な
ど
の
交
付
・
受
付

　

�

12
月
10
日（
木
）～
25
日（
金
）（
土
曜･

日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
30
分
。

　

�　
教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
課
で
試
験

申
込
書
な
ど
の
交
付
と
受
付
を
行
い
ま

す
。

　

応
募
要
領
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

試
験
の
日
時
・
場
所

　

�

平
成
28
年
１
月
17
日（
日
）午
前
８
時
30

分
か
ら
役
場
庁
舎
で
行
い
ま
す
。

区　分
職　種

雇用期間 応募できる人 年齢 提出書類 試験方法

学校等臨時事務員

平成28年₄月
₁日から₉月
30日まで
（翌年３月31
日まで更新す
る場合があり
ます）

当町在住者か当町への
通勤が可能な人

昭和36年₄月₂日
以降に生まれた人

町指定の受験申込書 口述試験

学 校 臨 時 用 務 員
当町在住者か当町への
通勤が可能な人

昭和26年₄月₂日
以降に生まれた人

公 民 館 臨 時 職 員
（勤務時間
₈時30分～17時30分）

当町在住者か当町への
通勤が可能な人で土
曜・日曜日および祝日
勤務可能な人

昭和31年₄月₂日
以降に生まれた人

公民館臨時（夜間）職員
（勤務時間
17時00分～22時00分）

当町在住者で土曜・日
曜日および祝日勤務可
能な人

昭和21年₄月₂日
以降に生まれた人

体育館臨時事務員

当町在住者か当町への
通勤が可能な人で土
曜・日曜日および祝日
勤務可能な人

昭和36年₄月₂日
以降に生まれた人
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公
民
館
自
主
グ
ル
ー
プ
受
付

　
　

中
央
公
民
館

（
☎
０
７
４
５
�
１
５
１
１
）

　
　

東　

公
民
館

（
☎
０
７
４
５
�
４
１
２
２
）

　
　

西　

公
民
館

（
☎
０
７
４
５
�
３
９
１
１
）

　

平
成
28
年
度
、
中
央
・
東
・
西
公
民
館

で
活
動
さ
れ
る
自
主
グ
ル
ー
プ
の
受
付
を

行
い
ま
す
。（
登
録
済
み
グ
ル
ー
プ
含
む
）

申
込
条
件

　

①�

町
内
在
住
の
人
で
構
成
す
る
10
人
以

上
の
グ
ル
ー
プ
。
た
だ
し
、
乳
幼
児

と
一
緒
に
活
動
す
る
子
育
て
な
ど
の

場
合
は
５
組
以
上
と
す
る
。

　

②�

１
年
間
定
期
的
に
活
動
で
き
る
グ

ル
ー
プ

　

③�

そ
の
他
、
自
主
グ
ル
ー
プ
活
動
要
項

に
適
合
す
る
グ
ル
ー
プ

受
付
期
間

　

12
月
１
日（
火
）～
15
日（
火
）午
前
９
時

～
午
後
５
時
（
水
曜
日
を
除
く
）
の
間
、

そ
れ
ぞ
れ
活
動
す
る
公
民
館
で
受
付
を
し

ま
す
。

※�

申
込
用
紙
は
そ
れ
ぞ
れ
の
公
民
館
で
お

渡
し
し
ま
す
。

※�

中
央
・
東
・
西
公
民
館
の
重
複
登
録
は

で
き
ま
せ
ん
。

農
産
物
品
評
会
出
品
募
集
！

～
斑
鳩
町
産
業
ま
つ
り
２
０
１
５
～

斑
鳩
町
産
業
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
観
光
産
業
課
内
）（
☎
内
線
２
１
２
）

　

斑
鳩
町
産
業
ま
つ
り
２
０
１
５
で
、「
農

産
物
品
評
会
」
を
行
い
ま
す
。
ご
自
慢
の

農
産
物
を
出
品
し
ま
せ
ん
か
。

　

審
査
の
結
果
、
優
秀
な
も
の
に
は
賞
状

と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。（
参
加
賞
あ

り
）

日
時　
12
月
５
日（
土
）

　
　
　

受
付　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

　
　
　

審
査　

午
後
１
時
～

　
　
　

12
月
６
日（
日
）

　
　
　

表
彰　

午
前
９
時
30
分
～

会�

場　
す
こ
や
か
斑
鳩
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
中
央
体
育
館

出�

品
方
法　
当
日
、
品
評
会
申
込
書
を
記

入
の
う
え
、
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

出
品
物
は
一
切
返
品
で
き
ま
せ
ん
。
当

実
行
委
員
会
へ
帰
属
す
る
も
の
と
し
、

６
日
の
農
産
物
即
売
会
の
売
品
と
し
て

販
売
し
ま
す
。

出�

品
規
格　
穀
類
３
０
０
ｇ
、
根
菜
類
３

本（
個
）・
５
本（
個
）、
い
も
類
３
本
・

５
個
、
葉
菜
類
３
個（
束
）、
果
菜
類
・

果
実
類
５
個
、鶏
卵
10
個（
１
パ
ッ
ク
）、

花
き
５
本（
２
鉢
）、
そ
の
他

※�

詳
し
く
は
別
添
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

平成28年
1 29

日　時　平成28年１月29日（金）
　　　　午後６時30分～８時（開場：午後６時～）
場　所　いかるがホール　大ホール
入場料　無料
出　演　大木こだまひびき／アキナ
　　　　宮川大助・花子／チキチキジョニー
申�込方法　１月８日（金）までに、郵便往復はがきに、
郵便番号・住所・名前・電話番号を記入して、いか
るがホール（右記申込先）まで申し込んでください。
※�返信用表面にも必ず、郵便番号、住所、名前を忘れ

ずに記入してください。（返信用裏面には何も書か
ないでください）
※�応募多数の場合は、抽選のうえ、１月19日ごろまで
に入場整理券（抽選当落のお知らせ）を郵送します。
※１枚の入場整理券で２人入場可能です。
※１歳以上のお子さんから入場整理券が必要です。

NHKラジオ「上方演芸会」公開収録
おなじみの出演者の話術をお楽しみください。

申込先
〒636-0123　斑鳩町興留10-6-43
　いかるがホール「上方演芸会」係
主催　斑鳩町・ＮＨＫ奈良放送局

※�このイベントは、斑鳩町とＮＨＫ奈良放送局
の共催番組です。「上方演芸会」はＮＨＫ受
信料で作られています。ＮＨＫ受信料へのご
理解・ご協力をお願いします。

問合せ　いかるがホール（☎0745-75-7743／午前９時～午後９時30分　火曜日 ･12/28～1/4休館）
　　　　NHK 奈良放送局（☎0742-26-3411／平日　午前９時30分～午後６時）

チキチキジョニー

アキナ大木こだまひびき

宮川大助・花子



12
月
の
納
税

○
固
定
資
産
税
（
第
３
期
分
）

　
…
…
税
務
課（
☎
内
線
１
５
３
）

○
国
民
健
康
保
険
税

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
（
普
通
徴
収
第
６
期
分
）

　
…
…
国
保
医
療
課（
☎
内
線
１
１
４
）

○
介
護
保
険
料

　
　
（
普
通
徴
収
第
６
期
分
）

　
…
…
福
祉
課（
☎
内
線
１
２
３
）

納
期
限

12
月
25
日
㈮

お
忘
れ
な
く
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
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も
ち
つ
き
大
会

　
　

生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩

　
　
（
☎
０
７
４
５
�
１
０
０
０
）

　

も
う
す
ぐ
お
正
月
で
す
。
楽
し
く
み
ん

な
で
お
餅
を
つ
き
ま
し
ょ
う
。

日
時　
12
月
19
日（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～

　
　
　
（
お
餅
が
な
く
な
り
次
第
終
了
）

場
所　
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩

主�

催　
い
か
る
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

　
　
　
ク
リ
ス
マ
ス
会

　

ス
カ
ウ
ト
達
と
一
緒
に

あ
そ
び
ま
せ
ん
か
？

　

楽
し
い
ゲ
ー
ム
や

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

日
時　
12
月
13
日（
日
）

　
　
　

午
後
２
時
～
３
時
30
分
頃

場
所　
中
央
公
民
館　

創
作
室

問
合
せ　
西
尾
邦
子

　
　
　
　
（
☎
０
７
４
５
�
１
６
８
５
）

　

午
後
５
時
以
降
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※�

入
団
希
望
の
人
に
詳
し
い
説
明
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

在
宅
医
療
推
進
講
演
会
の
開
催

　

西
和
地
域
で
は
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳

以
上
と
な
る
２
０
２
５
年
に
向
け
て
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を

人
生
の
最
期
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予
防
・

生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
す
す
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
、
在
宅
療

養
や
看
取
り
の
講
話
や
写
真
を
通
じ
て
、

「
い
つ
ま
で
も
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
の

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

講
演
①　
�「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
最
期
ま

で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
」

講
師　
東
近
江
市
永
源
寺
診
療
所
所
長

　

医
師　

花
戸　

貴
司　

氏

講
演
②　

�「
写
真
が
語
る
命
の
バ
ト
ン
リ

レ
ー　

～
あ
た
た
か
な
看
取
り

の
先
に
～
」

講
師　
写
真
家
、
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

　

國
森　

康
弘　

さ
ん

日
時　
平
成
28
年
１
月
17
日（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

　
　
　
（
受
付
午
後
１
時
～
）

場�

所　
上
牧
町
文
化
セ
ン
タ
ー
（
ペ
ガ
サ

ス
ホ
ー
ル
）

対�

象　
西
和
地
域
７
町
（
平
群
町
・
三
郷

町
・
斑
鳩
町
・
安
堵
町
・
上
牧
町
・
王

寺
町
・
河
合
町
）
在
住
の
住
民

参
加
費　
無
料

申�

込
・
問
合
せ　
12
月
25
日（
金
）ま
で
に
、

住
所
・
名
前
・
電
話
番
号
・
参
加
人
数

を
記
入
し
て
ｆ
ａ
ｘ
ま
た
は
電
話
で
左

記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

�　
西
和
地
域
在
宅
医
療
・
包
括
ケ
ア
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
連
携
協
議
会
事
務
局

　

奈
良
県
郡
山
保
健
所
健
康
増
進
課

　

母
子
・
健
康
推
進
係

　
（
fax
０
７
４
３
�
６
０
９
５
）

　
（
☎
０
７
４
３
�
０
１
９
６
）

証
明
書
自
動
交
付
機

臨
時
休
止
の
お
知
ら
せ

　

住
民
課
（
☎
内
線
１
６
２
）

　

税
務
課
（
☎
内
線
１
５
４
）

　

役
場
庁
舎
内
の
自
動
交
付
機
（
住
民
票

の
写
し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、
税
務
証
明

書
発
行
）の
シ
ス
テ
ム
改
修
作
業
の
た
め
、

次
の
期
間
は
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

休
止
日

■
12
月
12
日（
土
）

　
　
　

～
13
日（
日
）

精
神
保
健
福
祉
電
話
相
談

　
～
「
萌　
こ
こ
ろ
の
相
談
室
」
～

　

社
会
福
祉
法
人
萌
で
は
、
精
神
障
害
者

お
よ
び
ご
家
族
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
た
び
、
左
記
の
期
間
に
お
い
て
精

神
保
健
福
祉
に
関
す
る
電
話
相
談
を
行
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
抱
え
て
い
る
こ
こ

ろ
の
悩
み
や
つ
ら
い
思
い
に
つ
い
て
ご
相

談
に
応
じ
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

実
施
主
体　
社
会
福
祉
法
人　

萌

　
（
☎
０
７
４
３
�
５
６
３
９
）

期�

間　
12
月
５
日（
土
）～
９
日（
水
）の
５

日
間

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
10
時

● 

お
知
ら
せ 

●
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総
務
課
（
☎
内
線
２
７
４
）

　

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
地
震
や
自

然
災
害
な
ど
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
食

い
止
め
る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
準

備
が
大
切
で
す
。

　

今
月
号
は
、
地
震
に
対
す
る
備
え
に
つ

い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

地
震

●�

家
族
み
ん
な
で
防
災
に
つ
い
て
話

し
あ
い
ま
し
ょ
う

①
家
族
一
人
ひ
と
り
の
役
割
分
担

　

�

災
害
発
生
時
の
各
自
の
役
割
に
つ
い
て

決
め
る
。
お
年
寄
り
や
乳
幼
児
な
ど
が

い
る
場
合
は
保
護
担
当
者
も
決
め
る
。

②
家
屋
の
危
険
箇
所
チ
ェ
ッ
ク

　

�

家
の
内
外
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
危
険
箇

所
を
確
認
し
、
放
置
し
て
お
く
と
危
な

い
場
所
は
、
修
理
や
補
強
方
法
に
つ
い

て
話
し
あ
う
。

※
家
の
周
囲
の
安
全
対
策･･･

・�

老
朽
家
屋
は
耐
震
診
断
を
行
い
、
補
強

す
る
な
ど
の
対
策
を
す
る
。

・�

塀
や
壁
な
ど
倒
壊
の
恐
れ
の
あ
る
も
の

は
、
補
強
と
日
ご
ろ
の
点
検
を
す
る
。

③
家
の
中
に
安
全
な
空
間
を
確
保

　

�

い
ざ
と
い
う
と
き
に
逃
げ
込
め
る
よ
う

に
、
家
具
の
配
置
換
え
な
ど
で
安
全
な

ス
ペ
ー
ス
が
作
れ
る
よ
う
に
工
夫
す

る
。
ま
た
、
家
具
の
転
倒
・
落
下
を
防

ぐ
方
法
を
考
え
る
。

※
家
の
中
の
安
全
対
策･･･

・�

寝
室
や
子
ど
も
や
お
年
寄
り
の
い
る
部

屋
に
は
家
具
を
置
か
な
い
。

・
家
具
は
倒
れ
な
い
よ
う
に
固
定
す
る
。

・
出
入
り
口
に
は
物
は
置
か
な
い
。

④�
災
害
時
の
連
絡
方
法
や
避
難
場
所
の
確

認
　

�

家
族
が
離
れ
離
れ
に
な
っ
た
と
き
の
連

絡
方
法
や
、
避
難
場
所
に
つ
い
て
も
事

前
に
確
認
し
て
お
く
。

※
備
蓄
食
糧
の
提
供
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
が

防
災
訓
練
を
実
施
さ
れ
る
場
合
、
申
出
に

も
と
づ
き
町
で
保
有
し
て
い
る
賞
味
期
限

の
近
づ
い
た
備
蓄
食
糧
（
ア
ル
フ
ァ
米
、

ビ
ス
ケ
ッ
ト
）
を
、
無
償
で
提
供
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、数
量
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
総
務
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　今年の３月末に各戸配布しました『命のパスポート』は、災害時の被災者支援に必要とな
る自身の持病やアレルギー・常用薬・緊急連絡先などの情報を、あらかじめそれぞれが記載
することで、いざというときに備えるためのカードです。財布や定期入れ、手帳などに収納
して、いつも持ち歩くようにしましょう。
　●「命のパスポート」の特徴
　・�わたしの記録として、血液型、常用薬、かかりつけ医療機関など、避難生活において重

要な情報を書き込めます。
　・�常に携帯することができ、必要なときに取り出して確認することができるよう、運転免

許証とほぼ同じサイズとなっています。
　・�命のパスポートは、役場総務課、各公民館、いかるがホール、生き生きプラザ斑鳩で配

布していますので、ぜひご活用ください。

～ いざというときに備えいつも身近なところに「命のパスポート」 ～

自
ら
を
守
り

だ
れ
か
を
助
け
る
た
め
に
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飼
い
犬
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や
苦
情
は
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
飼
い
方
に
原
因
が
あ
り
ま

す
。

　
犬
の
習
性
を
理
解
し
て

　
　
　
　
適
正
に
飼
い
ま
し
ょ
う

●
散
歩
時
の
ふ
ん
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

　

飼
い
犬
に
関
す
る
苦
情
の
中
で
一
番
多
い

の
が
、犬
の
ふ
ん
の
不
始
末
で
す
。
散
歩
は
、

犬
の
ス
ト
レ
ス
解
消
と
夜
鳴
き
の
予
防
に
必

要
な
こ
と
で
す
が
、
路
上
な
ど
に
ふ
ん
が
放

置
さ
れ
る
こ
と
で
多
く
の
人
が
迷
惑
し
て
い

ま
す
。
犬
が
散
歩
時
に
し
た
ふ
ん
は
飼
い
主

が
適
正
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。
適
正
処
理
と

は
、
あ
ぜ
道
や
畑
、
公
園
な
ど
に
捨
て
る
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ふ
ん
は
必
ず
持
ち
帰

り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
散
歩
の
際
、
水
の
入
っ
た
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
持
ち
歩
き
、
尿
を
し
た
場
所
に
か

け
て
流
す
な
ど
し
て
周
囲
の
環
境
に
配
慮
し

ま
し
ょ
う
。

●
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

放
さ
れ
た
犬
に
咬
ま
れ
る
と
い
う
事
故
が

各
地
で
多
発
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
犬
は
小

さ
い
か
ら
、
お
と
な
し
い
か
ら
大
丈
夫
と
思

っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
し
か
し
、
犬
が
嫌
い
な

人
や
子
ど
も
に
と
っ
て
は
大
変
恐
怖
で
す
。

絶
対
に
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
飼
い
犬
が
い
な
く
な
っ
た
、
保
護

し
た
な
ど
の
届
出
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

犬
を
つ
な
い
で
い
る
綱
や
鎖
は
切
れ
や
す
く

な
っ
て
い
な
い
か
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
た

り
、
室
内
犬
で
あ
っ
て
も
外
に
出
な
い
よ
う

注
意
が
必
要
で
す
。

※�

首
輪
な
ど
に
鑑
札
を
付
け
る
か
鑑
札
の
番

号
を
書
い
て
お
く
と
、
犬
が
保
護
さ
れ
た

と
き
に
飼
い
主
の
特
定
が
容
易
で
す
。

●
し
つ
け
を
し
ま
し
ょ
う

　

も
と
も
と
犬
は
群
れ
で
行
動
す
る
動
物
で

す
。
現
在
の
犬
た
ち
に
と
っ
て
は
、
家
族
が

群
れ
で
あ
り
、
飼
い
主
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
し
つ
け
を
し
て
い
な
い
犬

は
自
分
が
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
と
思
い
込
み
、

飼
い
主
に
逆
ら
っ
た
り
、
問
題
行
動
を
起
こ

す
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

し
つ
け
は
人
間
社
会
の
ル
ー
ル
を
教
え
る

こ
と
で
あ
り
、
人
間
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
る
手
段
で
も
あ
り
ま
す
。

　

し
つ
け
は
、
子
犬
の
時
が
好
ま
し
い
で
す

が
、
成
犬
に
な
っ
て
か
ら
で
も
遅
く
あ
り
ま

せ
ん
。
愛
情
を
持
っ
て
し
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

犬
も
大
切
な
あ
な
た
の
家

族
で
す
。
周
囲
の
人
に
迷
惑

を
か
け
な
い
心
配
り
と
、
犬

の
習
性
を
理
解
し
、
愛
情
を
持
っ
て
し
つ
け

や
教
育
を
し
な
が
ら
飼
い
続
け
て
く
だ
さ
い
。

　

環
境
対
策
課
（
☎
内
線
１
３
４
）

犬
を
飼
っ
て
い
る
人
へ

～�

飼
い
犬
に
関
す
る
ト
ラ

ブ
ル
や
苦
情
の
な
い
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
～

避難所施設 所在地 電　話 避難所施設 所在地 電　話
①斑鳩小学校 法隆寺南1-13-46 74－1201 ⑪中央体育館 龍田南1-1-61 75－3100
②斑鳩西小学校 神南2-4-25 74－3051 ⑫中央公民館 龍田南2-2-43 74－1511
③斑鳩東小学校 法隆寺南2-11-5 74－1501 ⑬西公民館 龍田西4-2-25 75－3911
④斑鳩中学校 龍田北1-20-1 74－1301 ⑭東公民館 興留5-5-28 74－4122
⑤斑鳩南中学校 目安北3-1-77 74－5800 ⑮法隆寺国際高等学校 高安2-1-1 74－3630
⑥斑鳩幼稚園 法隆寺南1-13-15 74－2353 ⑯消防コミュニティセンター 龍田南5-7-47 75－6341
⑦斑鳩西幼稚園 神南2-4-31 74－3981 ⑰いかるがホール 興留10-6-43 75－7743
⑧斑鳩東幼稚園 興留東1-1-16 74－5500 ⑱ふれあい交流センターいきいきの里 法隆寺北1-13-15 74－0990
⑨たつた保育園 龍田1-5-1 74－2203 ⑲生き生きプラザ斑鳩 小吉田1-12-35 70－1000
⑩あわ保育園 阿波3-5-33 74－1654 ⑳法隆寺五丁地区地域交流館 法隆寺東1-4-6 ―

竜
田
川

消防コミュニ
ティセンター
  ⑯

斑鳩小学校
①

②西小学校

東小学校
③

斑鳩中学校
④

⑤
南中学校

⑥斑鳩
　幼稚園

⑦西幼稚園

⑧東幼稚園

たつた
保育園
⑨

⑩あわ保育園

⑪
中央
体育館

中央公民館
⑫西公民館

⑬ ⑭東公民館

　法隆寺国際
⑮高等学校

富
雄
川R25

大和川

ふれあい交流センター
いきいきの里
⑱ 法隆寺五丁地区

地域交流館
⑳

⑰いかるがホール

⑲生き生き
　　プラザ斑鳩

法隆寺五丁地区
地域交流館
⑳竜

田
川

斑鳩小学校
①

②西小学校

東小学校
③

ふれあい交流センター
いきいきの里
⑱斑鳩中学校

④

⑤
南中学校

⑥斑鳩
　幼稚園

⑦西幼稚園

⑧東幼稚園

たつた
保育園
⑨

⑩あわ保育園

⑰いかるがホール

⑲生き生き
　　プラザ斑鳩

⑪
中央
体育館

西公民館
⑬ ⑭東公民館

富
雄
川R25

大和川

　法隆寺国際
⑮高等学校

消防コミュニ
ティセンター
  ⑯

中央公民館
⑫

サイレン・
有線設置場所

有線設置場所

斑鳩町の
避難所施設

　いざというときに困らないよう、家族みん
なで災害時の役割分担を決めたり、避難所施
設や避難経路を確認しておきましょう。
　なお、避難所施設は、災害から住民の安全
を確保するため避難勧告・避難指示などを
行った場合または避難を求める住民がいる場
合に、その状況に応じて安全な施設を指定し、
開設します。
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　「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」（「障害者差別解消法」）が平成28年４月
から施行されます。この法律は、障害を理由とする差別の解消を推進し、障害の有無にかかわ
らず、すべての人が相互に人格と個性を尊重し合いながら共生する社会の実現を目的にしてい
ます。障害者差別解消法では、「不当な差別的取り扱いにより障害者の権利・利益の侵害する
こと」や「社会的障壁の除去の実施について必要かつ合理的配慮を行わないこと」については
差別になります。

★不当な差別的取扱いとは？
　例えば、障害があるという理由だけでアパートの契約ができないことや、車椅子だからといっ
て入店を拒否するなど、障害の有無だけが理由で異なる応対を受けることとなった場合は、不
当な差別的取扱いであるとみなさる場合があります。

★合理的配慮とは？
　例えば、聴覚障害者との受け答えについて、筆談などの代替できるコニュニケーションの手
段があるのに、行わない場合などは、社会的障壁の除去の実施について合理的配慮を行ってい
ないとみなされます。つまり、合理的配慮とは、その人の障害にあった工夫や配慮を提供する
ことをいいます。
　また、障害者差別解消法では、行政機関は合理的配慮について法的義務を負うことになりま
すが、民間事業者についても、努力義務として負うことになっています。

★社会的障壁とは？
　社会的障壁とは、障害のある人にとって日常生活や社会生活を送るうえで、障壁となるもの
です。障壁は目に見えるものもあれば、目に見えないものもあります。
　・目に見える障壁…通行しにくい道路や利用しにくい施設など
　・慣行…障害のある人の存在を意識していない慣習や文化など
　・観念…障害のある人に対する偏見や思い込みなど

　この条例は、障害を理由とする差別の解消、障害のある人の権利擁護および県民の障害への
理解促進に関する基本的な事項を定めています。
　奈良県では障害のある人もない人もともに安心して幸せに暮らすことのできる社会をめざし
てこの条例を制定しました。
○問合せ　奈良県障害福祉課　（☎０７４２－２７－８５１３）

福祉課（☎内線１２７）
　毎年１２月３日から１２月９日までの１週間は「障害者週間」です。国民の間に広く障害者
の福祉についての関心と理解を深めるとともに、障害者が社会、経済、文化その他あらゆる分
野の活動に積極的に参加する意欲を高めることを目的に設定されています。

障害者差別解消法について

奈良県では「奈良県障害のある人もない人もともに
暮らしやすい社会づくり条例」が制定されました

１２月３日 ～ ９日は障害者週間です。
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★まぐろのオーロラ煮★
材�料４人分　本まぐろ：300g　醤油：小さじ１　すりおろしにんに
く・生姜：ひとかけ　白ワイン：小さじ１　片栗粉・揚げ油：適
量　ケチャップ：大さじ4　ウスターソース：大さじ2　砂糖：大
さじ2　ごま：適量

作�り方　❶まぐろを1.5㎝角に切る。❷❶を醤油から白ワインまでの
調味料に10分ほど漬け込む。❸❷の汁気をきって片栗粉をまぶし、
油で揚げる。❹ケチャップから砂糖までの調味料を鍋で煮て、と
ろみがでたら火を止める。❺❸とごまを❹の鍋に入れ、からませる。
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斑
鳩
町
の
人
事
行
政
の
運
営
状
況

総
務
課
（
☎
内
線
２
７
２
）

▼ 人件費の状況（普通会計決算）

▼ 職員の任免および職員数に関する状況

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含む。

区  分 住民基本台帳人口
（年度末） 歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費率

（B/A）
25年度 2 8 , 2 1 9 人 83億4,689万円 6億6,604万円 14億7,087万円 17.6％
26年度 2 8 , 1 0 0 人 84億6,994万円 3億9,438万円 15億2,334万円 18.0％

▼ 職員給与費の状況（一般会計予算）

区　分 職員数
（A）

給　　　　与　　　　費 1人当たりの給与費
（B/A）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

27年度 177人 6億5,557万円 1億4,197万円 2億4,553万円 10億4,307万円 589万円
（注）１．職員手当には退職手当を含まない。　　２．給与費は当初予算に計上された額である。

※町長・副町長は給料の減額措置後

▼ 職員の経験年数別・学歴別平均給料
　月額の状況
区　分 経験年数

10年
経験年数
15年

経験年数
20年

一　般
行政職

大学卒 — 309,725円 377,500円

高校卒 — — 315,500円

（注）�経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務
している場合は、採用後の年数をいうものである。

▼ 職員手当の状況（平成26年度）

（注）�退職手当の１人当たりの平均支給額は、前年度に退職し
た全職種にかかる職員に支給された平均額である。

▼ 特別職の報酬などの状況

区　分 月　額 期末手当の支給割合

給 

料
町　長
副町長

736,000円
637,450円 ６月期	 1.475	月分

12月期	 1.625	月分
　計	 3.1	 月分
加算措置 有

報　

酬

議　長
副議長
議　員

349,000円
293,000円
276,000円

区分 斑　　鳩　　町
期末手当

職制上の段階、職の級などによる加算措置有

その他の加算措置
定年前早期退職特別措置
（2%～20%加算）
１人当たり平均支給額
0　　,010万円（自己都合退職）
　　2,026万円（勧奨・定年退職）

定年前早期退職特別
措置
（２%～45%加算）

勤勉手当

自己都合 勧奨・定年

支 給 期

（支給率）

2.60月分 1.50月分計

1.225月分
1.375月分

0.675月分
0.825月分

６月期
12月期

21.62月分
30.82月分
43.70月分
52.44月分

27.03月分
36.57月分
52.44月分
52.44月分

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

国

斑
鳩
町
と
同
じ

（
平
成
26
年
４
月
１
日
時
点
）

勤
勉
手
当

期
末
手
当

退 

職 

手 

当

◯地域手当（26年度普通会計決算）
支 給 対 象 地 域
支　　　給　　　率
支 給 対 象 人 数
国 　 の 　 制 　 度
支給対象職員１人当たり
平 均 支 給 年 額

全　域
３％
全職員
３％
　　

115,892円

◯時間外勤務手当（普通会計決算）
支　給　総　額
職員１人当たり
支　給　年　額
支　給　総　額
職員１人当たり
支　給　年　額

46,396千円

268千円

50,284千円

289千円

25
年
度
26
年
度

◯特殊勤務手当（26年度普通会計決算）

支給対象職員１人
当たり平均支給年額

５

職員全体に占める
手当支給職員の割合

手当の種類（手当数）

1 3 . 2 ％

146,739円

代表的
な手当
の名称

支給額の
多い手当
多くの職
員に支給
されてい
る手当

ごみ収集処理手当、
犬猫等死体処理手当

ごみ収集処理手当、
犬猫等死体処理手当

◯その他の手当

配偶者
扶養親族

13,000円
6,500円

交通機関利用（最高限度額）
自動車２㎞～５㎞
　　　５㎞～10㎞
　　　10㎞～15㎞

55,000円
2,000円
4,200円
7,100円

借家
持家

27,000円（上限）
2,500円（上限）

区分 内　容（月額）

扶養
手当

住居
手当

通勤
手当

など

（平成27年4月1日現在）

○一般行政職の級別職員数の状況

（注）１　斑鳩町の給与条例にもとづく給料表の級区分による職員数である。
（注）２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。

区　　分 1　級 2　級 3　級 4　級 5　級 6　級 7　級
計標準的な職務内容 主事補

技師補
主 事
技 師 主 査 係 長 課長補佐 課長 部長

職　員　数 1 9人 9人 24人 23人 17人 15人 4人 111人
構　成　比 17.1% 8.1% 21.6% 20.7% 15.3% 13.5% 3.6% 100.0%

参
考

１年前の構成比 13.1% 6.5% 21.5% 22.4% 18.7% 14.0% 3.7% 100.0%
５年前の構成比 6.2% 7.0% 20.2% 28.1% 17.5% 17.5% 3.5% 100.0%

（平成27年4月1日現在）

人事行政運営における公平性、透明性を高めるため、斑鳩町人事行政の運営などの状況
の公表に関する条例にもとづき、町職員の人事制度全般の状況について公表します。

○採用者数

平成26年度採用 一般事務職 ９人

○退職者数

平成２６年度退職 定年退職 ３人
勧奨・その他 ４人

お
知
ら
せ

　
し
ま
す

（平成27年4月1日現在）
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▼ �職員の平均給料・月額平均給与月額
　（平均年齢）と初任給の状況

▼ 部門別職員数の状況と主な増減理由

職　員　数 対前年
増減数 主な増減理由

平成26年 平成27年

一
般
行
政
部
門

議　会 ２ ２ ０

総　務 27 28 １ 事務増に伴う増員

税　務 10 10 ０

民　生 42 42 ０

衛　生 37 36 －１ 退職不補充に伴う減員

農　水 ４ ４ ０

商　工 ２ ２ ０

土　木 16 16 ０

小　計 140 140 ０

特別行政
部　　門

教　育 33 34 １ 事務増に伴う増員

小　計 33 34 １

会
計
部
門

公
営
企
業
等

水　道 ８ ８ ０

下水道 ６ ６ ０

国　保 ３ ３ ０

介　護 ３ ４ １ 事務増に伴う増員

小　計 20 21 １

合　　計 193 195 ２

（平成27年4月1日現在）

（各年４月１日現在）
（人）

▼ 定員適正化計画の状況
①定員適正化目標
　�　平成22年４月を終期とした集中改革プランに
よる斑鳩町定員適正化数値目標は、一般行政部
門・特別行政部門・公営企業等会計部門の全部
門において、目標値を達成しています。今後は、
必要に応じた行政サービスの提供に向け、時代
に即応した組織機構の編成や、適正な人員配置
などを進めたいと考えています。

②定員適正化手法の概要
　�　退職者補充などの必要最小限の採用、事務事
業の見直し、民間委託の推進、施設の統廃合
ＯＡ化などによる事務合理化の推進、職員研修
の強化などにより定員の適正化をはかる。
　ア．定員シーリング方式
　　�　各部門において、毎年度職員数の定員を見

直す。
　イ．サンセット方式
　　�　期限の定められた事業については、事業終

了時の自動的な定員のスクラップを原則とす
る。

　ウ．民間委託等
　　�　施設管理部門などのうち委託化できるもの

については、積極的に委託する。
　エ．組織、機構改革
　　�　行政需要に対応した組織、機構改革を行う

こととする。
　オ．公務能率の向上
　　�　目標を定め、その達成度を示し、公務能率

の向上に努める。

③定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要 （各年４月１日現在）
（人）

	 斑鳩町		   国
	 2 9 6 , 7 6 2円	 平均給料月額	 335 , 0 0 0円
	 41 . 2歳	 平均年齢	 43 . 5歳
		  （一般行政職）

	 298 , 4 7 6円	 平均給料月額	 287 , 9 9 2円
	 54 . 5歳	 平均年齢	 50 . 1歳
		  （技能労務職）

	
174 , 2 0 0円

	 上級職	
174 , 2 0 0円		  （大卒）初任給	

	
1 4 2 , 1 0 0円

	 初級職	
142 , 1 0 0円		  （高卒）初任給

	
186 , 1 0 0円

	 大卒採用２年	
186 , 2 0 0円		  経過日給料額	

	
1 5 0 , 5 0 0円

	 高卒採用２年	
150 , 5 0 0円		  経過日給料額

（　）は対前年増減数

24年度 25年度 26年度 27年度 適正化計画
数値目標

計画（目標値）
との増減理由増減 増減 増減 増減

一
般
行
政
部
門

議　会 2（-1） 2 2 2 3 欠員不補充
総　務 29（+1） 29 27（-2） 28（+1） 27 事務増
税　務 11 10（-1） 10 10 12 事務合理化
民　生 40（+5） 39（-1） 42（+3） 42 41 事務増
衛　生 38（-1） 38 37（-1） 36（-1） 39 民間委託など
農　水 4 4 4 4 4
商　工 2 2 2 2 3 事務合理化
土　木 16（-1） 16 16 16 20 事業減
小　計 142（+3）140（-2） 140 140 149

特別行政
部　　門

教　育 36（+1） 34（-2） 33（-1） 34（+1） 40 民間委託など
小　計 36（+1） 34（-2） 33（-1） 34（+1） 40

会
計
部
門

公
営
企
業
等

水　道 8（-1） 8 8 8 10 欠員不補充
下水道 6 6 6 6 6
国　保 4 3（-1） 3 3 4 欠員不補充
介　護 3 3 3 4（+1） 4
その他 － － － － －
小　計 21（-1） 20（-1） 20 21（+1） 24

合　　計 199（+3）194（-5） 193（-1） 195（+2） 213

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する
休職者、派遣職員などを含み、臨時的または非常勤職員を除いている。
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（平成26年度）

（平成26年度）

（平成26年度）

勤務条件に関する措置の要求 ０件
不利益処分に関する不服申立ての状況 ０件

▼ 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

▼ 職員の分限および懲戒の状況

② 年次有給休暇の取得状況
総付与日数 総取得日数 全対象職員数 平均取得日数 消化率
7,061日 1,105日 185人 6.0日 15.6％

③ 育児休業の状況

④ 配偶者同行休業の状況

男性 女性
新たに育児休業を取得した者 ０人 ０人
前年度から引き続いている者 ０人 ５人

男性 女性
新たに配偶者同行休業を取得した者 ０人 ０人

▼ 職員の服務の状況
○職員の営利企業等従事許可の状況

▼ 職員の研修および人事考課の状況

研　修　種　別 講座数 受講者数

一般研修
部課長・課長補佐・係長・
新規採用職員・技能労務職
員研修など

４ 16人

専門研修
メンタルへルス・普通救命・
法学・固定資産税・広報研
修など

14 135人

自主研修
先進地視察・自主研究グル
ープ・斑鳩らしさウオッチ
ング研修・資格取得講座・
通信教育講座など

２ 28人

回　　　　　数 年１回

時　　　　　期 考課基準日……１月１日

対　象　人　数 全職員（休職などで考課期間中の勤
務月数が６か月未満の者を除く）

考 課 の 方 法 本人考課および２段階の複数の上司
による人事考課

▼ 職員の福祉および利益の保護の状況

健康診断の種類 受診者数
定期健康診断 184人

▼ 公平委員会に係る業務に関する状況

▼ 斑鳩町職員人材育成基本方針の概要
　地域のことはその地域の中で自ら決定すべきという趣旨
のもとに、地域の自主性と自立性を高めるための改革が進
められています。このため、引き続き、人材育成について
の重点項目や育成の方法、職員研修計画などを定めた、「斑
鳩町職員人材育成基本方針」にもとづき、町職員の資質向
上と意識改革に努めます。

（平成26年度）

（平成26年度）

（平成26年度）

（平成26年度）

（平成26年度）

（平成26年）

（平成26年度）

（平成26年度）

処分の種類
処分の具体的事由 降任 免職 休職 降給 計

勤務実績がよくない場
合 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人

心身の故障の場合 ０人 ０人 ５人 ０人 ５人

職に必要な適格性を欠
く場合 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人

職制、定数の改廃、予
算の減少により廃職、
過員を生じた場合

０人 ０人 ０人 ０人 ０人

その他 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人

② 懲戒処分者数

処分の種類
処分の具体的事由 戒告 減給 停職 免職 計

法令に違反した場合 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人

職務上の義務に違反し
た場合 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人

全体の奉仕者たるにふ
さわしくない非行のあ
った場合

０人 ０人 ０人 ０人 ０人

１週間の
勤務時間 開始時間 終了時間 休憩時間

38時間45分 ８：30 17：15 12：00〜
13：00

営利を目的とする私企業を営むことを目的と
する会社、その他役員、顧問、評議員および
当該会社、団体の重要方針決定に参画する上
級職員の地位をかねる場合

０人

自ら営利を目的とする場合 ０人

報酬を得て事業または事務に従事する場合 ０人

斑鳩町の人事行政の運営状況
お知らせします

① 職員の勤務時間について（標準的なもの）

① 分限処分者数

② 人事考課の状況

① 職員研修の実施状況
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西小学校

法隆寺駅

王寺駅

至香芝I.C

三室休日応急
診療所

西公民館

生き生きプラザ

国道25号

国道25号
Ｎ

県西和医療
センター
（旧県立
　三室病院）

三室山

大和川
三室

竜
田
川

県西和医療
センター
（旧県立
　三室病院）

中央公民館

卍吉田寺

中央公民館

卍吉田寺

〒

文

＊�戸籍に関する届出（死亡届など）は休日でも取り扱いします。出生届は生まれた日を含めて14
日以内となっていますが、14日目が12月29日（火）から平成28年１月３日（日）までの間に到来す
る場合は、１月４日（月）に届出することができます。
＊�自動交付機を利用する場合は、あらかじめパゴちゃんカードと暗証番号の登録が必要です。な
お、戸籍証明は休日期間中の発行はできません。
＊犬の引き取りは、年末は12月18日（金）まで、年始は１月５日（火）からです。

☆ところ　稲葉車瀬２－５－18（☎0745�4100）
☆◎印の受付時間・診療科目
　あさ　午前８時30分〜11時30分（内科・小児科・歯科）
　ひる　午後０時30分〜４時30分（内科・小児科・歯科）
　よる　午後５時30分〜８時30分（内科・小児科）
☆�12月27日（○印）は平常診療で、朝の受付時間は、
午前９時30分からです。

☆�三室休日応急診療所のホームページにも掲載して
おりますのでご参照ください。

　ホームページアドレス　http://www.mimuro-oq.jp/

役場・公共施設の業務

三室休日応急診療所

休日応急診療所の案内

12／27
（日）

28
（月）

29
（火）

30
（水）

31
（木）

1／1
（祝・金）

２
（土）

３
（日）

４
（月）

５
（火）

６
（水）

戸 籍 事 務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自 動 交 付 機
（住民票、印鑑登録証明書などの交付） ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○

その他の役場業務 × ○ × × × × × × ○ ○ ○

生き生きプラザ斑鳩 × ○ × × × × × × ○ ○ ○

保 健 セ ン タ ー × ○ × × × × × × ○ ○ ○

上 下 水 道 部 × ○ × × × × × × ○ ○ ○

い か る が ホ ー ル ○ × × × × × × × × × ○

町 立 図 書 館 ○ × × × × × × × × × ○

中央・東・西公民館 ○ × × × × × × × × ○ ×
す こ や か 斑 鳩
スポーツセンター ○ × × × × × × × × ○ ×

斑鳩文化財センター ○ × × × × × × × × ○ ×
ふれあい交流センター
い き い き の 里 ○ × ○ × × × ○ ○ × ○ ○

老 人 憩 の 家 ○ ○ × × × × × × ○ ○ ×

火  葬  場 ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○
鳩  水  園 
（し尿のくみ取りに関する連絡） × ○ × × × × × × ○ ○ ○

（ 戸 籍 に 関 す る 届 出 の 受 付 の み ）

診
療
日

26
（土）

27
（日）

28
（月）

29
（火）

30
（水）

31
（木）

1／1
（祝・金）

２
（土）

３
（日）

４
（月）

× ○ × × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ×
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ごみの持ち込み
　年末のごみの持ち込みについて、下記のとおり受付します。日程により受付場所・時間が異
なりますので、ご注意ください。

●持ち込みできるごみ・資源物
　可燃ごみ、不燃ごみ、その他プラスチック類、ビン・缶類、ペットボトル、枝葉・草類
　※町指定袋以外のものは受付できません。

●注意事項
・粗大ごみの持ち込みは、12月28日（月）まで、通常どおり衛生処理場において受付します。
・�12月29日（火）、30日（水）、31日（木）は、衛生処理場への持ち込みはできません。
・�枝葉・草類を町指定袋に入れずに持ち込む場合は、ごみ積替え施設（最終処分場）へ12月28日
（月）までにお願いします。（10㎏当り40円の手数料が必要です。）
・�12月29日（火）～１月３日（日）までは、ごみ積替え施設（最終処分場）への持ち込みはできませ
ん。
・�年末のごみの持ち込みについては、大変混み合いますので、なるべく12月28日（月）までにお持
ち込みください。ご協力をよろしくお願いします。

年末臨時持ち込み場所

持ち込み場所
持ち込み

場所

持ち込み
場所

生き生き
プラザ斑鳩

〈役場東側駐車場〉
12月29日（火）
　　（午前₈時30分〜正午）

12月30日（水）
　　（午前₈時30分〜正午）

12月31日（木）
　　（午前₈時30分〜11時）

〈三井観光自動車駐車場〉
12月31日（木）のみ（午前8時30分〜11時）

〈生き生きプラザ斑鳩駐車場〉
12月31日（木）のみ（午前8時30分〜11時）

日　　　程 時　　　間 場　　　所
12月25日（金） 午前８時30分～午後３時30分 衛生処理場
12月26日（土） 持ち込みできません
12月27日（日） 午前８時30分～午後３時30分 衛生処理場
12月28日（月） 午前８時30分～午後３時30分 衛生処理場
12月29日（火） 午前８時30分～正午 役場東側駐車場12月30日（水） 午前８時30分～正午

12月31日（木） 午前８時30分～11時
①役場東側駐車場
②三井観光自動車駐車場
③生き生きプラザ斑鳩駐車場
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ごみ・資源物の収集

※①�　東地区のその他プラスチック類は、12月30日（水）に臨時収集します。12月31日（木）は
収集しません。

※②�　西地区のその他プラスチック類は、12月29日（火）に臨時収集します。１月１日（金）は
収集しません。

※③�　生ごみ分別収集（モデル世帯）は、公共施設、年末年始のお知らせを確認してください。
×印の日の収集はありません。

※④　粗大ごみ（軒先収集）の予約と収集
　　　予約場所…町粗大ごみ処理予約事務所（☎０７４５�３６６３）
　　　予約受付時間…12月28日（月）まで（午前８時30分～午後５時）
　　　収集時間…12月28日（月）まで（午前８時30分～午後３時）
　　　　　　　　12月29日（火）（午前８時30分～11時）
※�予約については年末年始に集中しますので、なるべく早めにご予約ください。予約の状況に
より希望の日に収集できないこともありますが、ご了承ください。

水道修理当番表

注意事項

★年末年始の水道管破損・屋内での修理は、下表の当番業者で受け付けます。
　（記載している電話番号の市外局番はすべて 0745 です）

年
末
年
始
の
お
知
ら
せ

年
末
年
始
の
お
知
ら
せ

種類 地区 12/23
（祝・水）

24
（木）

25
（金）

26
（土）

27
（日）

28
（月）

29
（火）

30
（水）

12/31㈭
～1/3㈰

4
（月）

5
（火）

6
（水）

7
（木）

8
（金）

可燃ごみ

火・ 金
曜日地区 × × ○ × × × ○ ×

収

集

は

行

い

ま

せ

ん

× ○ × × ○

月・ 木
曜日地区 × ○ × × × ○ × × ○ × × ○ ×

不燃ごみ
東地区 × × × × × ○

（D地区） × × ○
（A地区） × × × ×

西地区 × × × × × × × × × ○
（E地区） × × ×

枝 葉 ・
草 類

月曜日
地　 区 × × × × × ○ × × ○ × × × ×

火曜日
地　 区 × × × × × × ○ × × ○ × × ×

ビ ン ・
缶 類
ペットボ
ト ル

東地区 × × × × × × × × × × ○ × ×

西地区 ○ × × × × × × × × × × × ×

そ の 他
プ ラ ス
チック類

東地区 × ○ × × × × × ○
（※①） × × × ○ ×

西地区 × × ○ × × × ○
（※②） × × × × × ○

生 ご み
分別収集 全地区 × × ○ × × × ○ × × ○ × × ○

有害・危
険なごみ 全地区 × × × × × × × × × × × × ×

粗大ごみ
（※④）

予　 約 × ○ ○ × × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○

収　 集 × ○ ○ × ○ ○ ○
（午前11時まで） × ○ ○ ○ ○ ○

27年 28年
29（火） 30（水） 31（木） 1/1（金） 1/2（土） 1/3（日）

午前8時30分
～午後5時

西部水道協同組合サービスセンター
☎�5405 ㈱森下ガス

センター
☎�1880

㈱斑鳩設備
☎�2939

㈱長谷川
鐵工所

☎�2108午後5時～
翌朝8時30分

㈱長谷川鐵工所
☎�2108

㈱松本工業所
☎�0871

㈲オギウエ
☎�6374



0

150億円

180億円

120億円

90億円

60億円

30億円

財政融資資金

市中銀行

奈 良 県

81億3,162万円81億3,162万円

25億3,324万円25億3,324万円

55億3,057万円

12億6,908万円12億6,908万円
2億2,683万円

4,734万円

地方公共団体
金融機構資金

旧簡易生命
保 険 資 金

旧郵便貯金
資　　　金
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　みなさんが納めた税金や国・県から交付されるお金が1年でどれくらい入り、
また、どんな事業に使われたのかという財政状況を、毎年2回に分けてお知ら
せしています。今回は平成27年９月30日現在の財政状況をお知らせします。

－ 平成27年度上半期 －

土　　　地	 355,347㎡
建　　　物	 91,451㎡

財産の状況
有 価 証 券	 104万円
基　　　金	 29億2,781万円
一時借入金	 0円

町債（借入金）の残高
　一般会計	 93億9,459万円
　特別会計	 83億4,409万円
　合　　計	 177億3,868万円

特別会計の予算の執行状況

企画財政課（☎内線253）

会 計 名 予算現額 収入済額 支出済額

国民健康保険事業 42億4,600万円 13億9,900万円 20億3,400万円

公共下水道事業 13億9,100万円 4,200万円 5億1,000万円

介 護 保 険 事 業 23億2,100万円 8億7,300万円 8億6,500万円

後期高齢者医療 3億6,100万円 1億4,100万円 1億3,900万円

合　　　計 83億1,900万円 24億5,500万円 35億4,800万円

町の財政状況をお知らせします

一
般
会
計
の
予
算
執
行
状
況

予算現額
90億7,200万円

歳入

収入済額
47億6,200万円

予算現額
90億7,200万円

歳出

支出済額
31億6,600万円

総務費

民生費

衛生費

教育費

公債費

土木費

消防費

その他

町　税

国・県
支出金

繰越金

その他

使用料および
手　数　料

地方消費税
交　付　金

町　債

地　方
交付税

28億6,100万円
16億4,300万円

予算現額

支出済額

予算現額
11億0,600万円
4億1,400万円

10億6,200万円
4億3,300万円

29億3,800万円
10億1,700万円

8億6,300万円
4億1,600万円

9億8,000万円
1億2,300万円

9億6,100万円
3億9,800万円

3億6,000万円
1億7,200万円

8億0,200万円
1億9,300万円

25億1,200万円
15億9,600万円

15億1,000万円
5億4,500万円

5億8,200万円
0円

4億8,800万円
4億8,800万円

3億5,200万円
2億3,400万円

2億1,700万円
1億0,700万円

5億5,000万円
1億4,900万円

収入済額

※予算現額には、前年度繰越分2億1,000万円を含みます。
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■ 経理状況
イ．損益計算書【平成27年４月１日〜平成27年９月30日】	（消費税抜き）

ロ．貸借対照表【平成27年９月30日現在】	 （消費税抜き）

̶ 平成27年度上半期
　（平成27年4月1日～9月30日）̶

水道事業会計の
業 務 状 況
水道事業会計の
業 務 状 況
水道事業会計の
業 務 状 況

上水道課（☎0745 �1401）

借　　方 貸　　方

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

〔1〕水道事業費用 34,696万円 〔1〕水道事業収益 35,279万円

⑴営業費用 31,964万円 ⑴営業収益 31,438万円

イ．原水および浄水費 16,923万円 イ．給水収益 30,752万円

ロ．配水および給水費 2,286万円 ロ．受託工事収益 0円

ハ．受託工事費 0円 ハ．その他の営業収益 686万円

ニ．総　係　費 3,391万円

ホ．減価償却費 9,109万円

ヘ．資産減耗費 255万円

⑵営業外費用 2,732万円 ⑵営業外収益 3,841万円

⑶特別損失 0円

〔2〕前期純利益 583万円

合　　計 35,279万円 合　　計 35,279万円

借　　方 貸　　方

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

（資産の部） （負債の部）

〔1〕 固 定 資 産 513,733万円〔3〕 固 定 負 債 128,899万円

⑴企 業 債 等 128,899万円

⑴有形固定資産 513,230万円〔4〕 流 動 負 債 13,032万円

イ．土　　地 43,796万円 ⑴企 業 債 等 3,749万円

ロ．償却資産 938,890万円 ⑵未　払　金 5,324万円

ハ．減価償却累計額 △469,456万円 ⑶前　受　金 2万円

⑵無形固定資産 337万円 ⑷預　り　金 1,017万円

⑶投資（長期前払費用） 166万円 ⑸引　当　金 510万円

⑹借受消費税 2,430万円

〔2〕 流 動 資 産 43,394万円〔5〕 長期前受金 215,830万円

⑴現 金 預 金 30,407万円 （資本の部）

⑵未　収　金 10,842万円〔6〕 資　本　金 78,091万円

⑶貯　蔵　品 527万円 ⑴自己資本金 78,091万円

⑷前　払　金 457万円〔7〕 剰　余　金 121,275万円

⑸貸倒引当金 △13万円 ⑴資本剰余金 11,648万円

⑹仮払消費税 1,174万円 ⑵利益剰余金 109,627万円

　（うち前期純利益） 583万円

合　　計 557,127万円 合　　計 557,127万円

■ 事業の概要
イ．配水量に関する事項	 （　）は前年度

ロ．給水戸数および給水人口に関する事項

ハ．受託工事・給水工事に関する事項	 （　）は前年度

区分
種別 前期実績水量 １日平均

水　　量 備　　考

揚水量 （503,099㎥）
489,830㎥

（2,749㎥）
2,676㎥

県水受水量
（1,035,529㎥）
1,020,946㎥

配水量 （1,526,780㎥）
1,500,464㎥

（8,343㎥）
8,199㎥

区分
種別

平成27年
₉月30日現在

平成27年
₃月３１日現在 増　減 増加率

給水戸数 10,718戸 10,777戸 △59戸 △0.5%

給水人口 28,273人 28,243人 30人 0.11%

工事種別 取扱件数 工事種別 取扱件数

新設給水工事 （69件）
68件 給配水管修理工事 （163件）

180件

配水管布設工事 （₀件）
₁件 消火栓新設工事 （₀件）

₀件

量水器取替工事 （638件）
729件



●場所の記載がない場合、保健センターでの開催となります。
●斑鳩町に警報発令時には、検診・教室などを中止することがありますので「保健センター」へお問い合わせください。
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■ 健康相談予定表（事前申込要：電話申込可）
事　業　名 実 施 日 時　　間 定員 内　　　　　容

こころの健康相談
（精神保健福祉士による）12月21日㈪ 13：00～15：00 ₂人 こころの病気かどうか心配である、最近

家族のようすがおかしいなどの相談

栄 養 相 談
（栄養士による）

12月18日㈮・22日㈫
₁月₈日㈮・14日㈭ 10：00～16：30 各日

₃人
高血圧・高血糖・高コレステロールなど
の状態に応じた栄養相談

■ がん検診（集団）予定表（事前申込要：電話申込可）
事　業　名 実施日 受付時間 対　象　者 注　意　事　項

大 腸 が ん 検 診
（容器提出日）

12月17日㈭
（今年度最終です）

9：00～
　11：00 35歳以上 ○ 容器は事前に保健センターで購入

してください。（容器代300円）

接
種
後
は
、
３
か
月
以
内
に
保
健
セ
ン

タ
ー
で
助
成
金
の
交
付
申
請
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
額　

�

接
種
費
用
の
２
分
の
１
（
上
限

４
千
円
）

持
物　

�

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
証
明
す
る
領
収

書
、
予
診
票
、
印
鑑
、
振
込
先
が

わ
か
る
も
の

は
た
ち
の
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

～ 

冬
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

～

　

寒
さ
が
厳
し
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
季
節

は
、
風
邪
な
ど
で
体
調
を
崩
す
人
が
多
い

こ
と
も
あ
り
、
特
に
献
血
者
が
少
な
く
な

り
ま
す
。

　

冬
期
に
お
け
る
血
液
の
確
保
の
た
め
、

成
人
式
を
迎
え
る
「
は
た
ち
」
の
若
者
を

中
心
に
、
広
く
み
な
さ
ん
に
対
し
て
「
は

た
ち
の
献
血
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま

す
。献

血
車
が
来
ま
す

日
時　
１
月
13
日（
水
）

　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

場
所　
斑
鳩
町
役
場
東
側
駐
車
場

対
象　
16
～
69
歳
の
人

※�

た
だ
し
、
65
歳
以
上
の
人
は
60
～
64
歳

の
間
に
献
血
経
験
の
あ
る
人

※�

本
人
の
確
認
の
た
め
運
転
免
許
証
な
ど

を
持
参
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

定
期
予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か

　

平
成
27
年
度
は
、
左
記
の
対
象
者
に
接

種
勧
奨
の
案
内
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

接
種
期
限
は
、
平
成
28
年
３
月
31
日
で

す
。
接
種
が
ま
だ
の
人
は
、
早
め
に
受
け

ま
し
ょ
う
。

費�

用　
自
己
負
担
額
４
千
円
（
広
域
７
町

以
外
で
接
種
す
る
場
合
は
、
自
己
負
担

額
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

持
物　
保
険
証
、
健
康
手
帳
、
案
内
通
知

接
種
方
法

　

・
町
内　

�

直
接
医
療
機
関
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

・
町
外　

�

接
種
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

65
歳
以
上
で
、
定
期
接
種
の
対
象
と
な

ら
な
い
人
は
、
任
意
接
種
と
し
て
予
防

接
種
費
用
の
一
部
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

☆検診時は、必ず健康手帳をご持参ください。
☆4週間前後で結果がわかります。異常の有無にかかわらず、検診結果を通知します。

子宮頸がん検診・乳がん検診について
　今年度の集団検診の日程は終了しましたが、委託医療機関で受ける個別検診は平成28年２月
29日（月）まで受診できます。医療機関が混雑し、期限内に予約が取れないことがありますので、
まだの人は早めに受診券を利用して受診しましょう。

● 平成27年度　対象者
昭和25年４月２日～昭和26年４月１日生
昭和20年４月２日～昭和21年４月１日生
昭和15年４月２日～昭和16年４月１日生
昭和10年４月２日～昭和11年４月１日生
昭和５年４月２日～昭和６年４月１日生
大正14年４月２日～大正15年４月１日生
大正９年４月２日～大正10年４月１日生
大正４年４月２日～大正５年４月１日生
※�すでに肺炎球菌ワクチンを接種している
人は定期予防接種の対象になりません。

家族そろってがん検診！



●申込先：保健センター（生き生きプラザ斑鳩内）土曜・日曜日、祝日休館
　☎0745�0001／ fax0745�0903　電話番号のかけ間違いにご注意ください。
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事業名 実施日 受付時間 対象者 内容等

双 子 ク ラ ブ 12月22日㈫ 13：00～
13：30

多生児を育てている
人・妊娠している人

○交流会
申込：12月21日（月）まで

乳 幼 児 相 談
（個別相談） 12月18日㈮ 9：30～

11：00 就学までの児 〇育児や食事のことなどについての相談
申込：12月17日（木）まで

2歳6か月児健診
（歯科） 1月14日㈭ 12：45～

13：15 Ｈ25年4・5月生
〇歯科診察、フッ素塗布
持物：母子健康手帳、問診票、歯ブラシ、コップ
対象者には個人通知します。

エ
イ
ズ
の
予
防
や
検
査
に
つ
い

て
も
っ
と
知
り
た
い
と
き
は

（
財
）
エ
イ
ズ
予
防
財
団

　
（
☎
０
１
２
０‒

１
７
７‒

８
１
２
）

　

月
～
金　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

　
　
　
　
　

午
後
２
時
～
５
時

　
（
年
末
年
始
お
よ
び
祝
日
を
除
く
）

エ
イ
ズ
予
防
情
報
ネ
ッ
ト

　

http://api-net.jfap.or.jp/

今
年
の
テ
ー
マ
は

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ　
Ｉ
Ｓ　
Ｎ
Ｏ
Ｔ　
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ

　
～
だ
か
ら
、
こ
こ
か
ら
～

　

平
成
26
年
の
20
歳
代
の
新
規
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
者
数
が
３
４
９
件
で
過
去
最
高
と
な
っ

て
い
る
こ
と
、
全
体
に
占
め
る
新
規
エ
イ

ズ
患
者
の
割
合
は
約
３
割
で
推
移
し
て
い

る
こ
と
か
ら
も
、
依
然
と
し
て
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
「
だ
か
ら
、
こ
こ
か
ら
」
と
い

う
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
感
染
予
防
意
識
の
向

上
や
エ
イ
ズ
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
の
解

決
に
つ
な
が
る
よ
う
に
と
い
う
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
エ
イ
ズ
に
も
っ
と
関

心
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

12
月
１
日
は
「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

● ノロウイルスとは？
　�　ノロウイルスは感染者の便やおう吐物とともに排出され、人から人へ感染するウイルスです。
食品中などでは増殖せず、人の腸管でのみ増殖し、通常１～２日の潜伏期間を経て発症します。

　（症状：吐き気、おう吐、下痢、腹痛、発熱など）

● 感染原因は？
　�　原因食品のトップは、カキなどの二枚貝の摂取によるものですが、汚物を介して食品取扱者や
調理従事者からの二次汚染によるものがあります。

　�　わずかなウイルスの付着で感染するので、特に抵抗力の弱い子どもや高齢者は、注意しましょう。

● 予防のための４原則

冬場に発生することが多く、集団感染が起きやすいので十分な注意が必要です

・手洗いの徹底
・�マスク、手袋、衛生的な
作業着などの着用

・�下痢、おう吐の症状のある
人は調理に従事しない
・調理場入室前の手洗い徹底

・�食品中のノロウイルスに
は中心温度85～90℃・
90秒以上の加熱が有効

・�手洗いを徹底し、食品や調
理器具を汚染しない
・トイレやドアノブの消毒
・おう吐物の適切な処理

つけ
ない

持ち込
まない

加熱
する

拡げ
ない

ノロウイルス食中毒にご用心！！



12月号
平成27年12月1日発行

（通巻603号）

人 の 動 き
　 ₂₈,₂₆₀人
　　（前月比　－1３）
　　男₁₃,₃₇₁人
　　女₁₄,₈₈₉人

　 　₁₁,₃₈₄世帯
　　（前月比　＋₇）
（平成27年10月31日現在）
問合せ
斑鳩町総務部企画財政課
〒636-0198
奈良県生駒郡斑鳩町
法隆寺西3丁目7－12
☎　0745�1001
fax　0745�1011
※かけ間違いに注意！

　歴史・文化や景観、観光など、魅
力あふれる斑鳩町の話題や情報を今
後も皆さんにお届けしていきます。
みんなの力で、協働で、魅力ある斑
鳩町を創っていきましょう。
　本格的な寒さがはじまる12月。
何かと忙しい時期ですが、体調には
十分気をつけて、今年を締めくくり
ましょう。	 み

広報

ホームページ
http://www.town.
       ikaruga.nara.jp/
Eメール  info@town.ikaruga.nara.jp

＊�この「広報斑鳩」は町内の全家庭に直接お届けしています。ご
近所で配布されていない家庭がありましたらご連絡ください。
問合せ：役場総務課（☎0745�1001　内線273）ISO14001を認証取得しました

（斑鳩町役場）

広告
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定
員　
30
人（
先
着
順･

受
講
無
料
）

申
込　
12
月
５
日（
土
）～

　
　
　
　
　

１
月
15
日（
金
）

　

�

図
書
館
窓
口
・
電
話
・
ｆａｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
で
図
書
館
へ
氏
名
・
電

話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※�

無
料
託
児
が
あ
り
ま
す
。
託
児

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
１
月

10
日（
日
）ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※�

午
前
７
時
の
時
点
で
斑
鳩
町
に

警
報
が
発
令
さ
れ
て
い
る
場

合
、
当
日
の
開
催
は
中
止
い
た

し
ま
す
。
そ
の
他
、
開
催
が
困

難
な
状
況
に
な
っ
た
場
合
に

は
、
申
込
者
に
個
別
に
ご
連
絡

し
ま
す
。

※�

詳
し
く

は
チ
ラ

シ
を
ご

覧
く
だ

さ
い
。

お
は
な
し
会
・
読
み
聞
か
せ

■ 

町
立
図
書
館

冬
の
お
は
な
し
会

日
時　
12
月
13
日（
日
）

　
　
　

午
後
２
時
～

協
力　
斑
鳩
お
は
な
し
の
会

対
象　
５
歳
～
小
学
生

※�

楽
し
い
お
は
な
し
（
ス
ト
ー
リ

ー
テ
リ
ン
グ
）
が
い
っ
ぱ
い
！

内
容　
「
こ
び
と
と
く
つ
や
」
ほ
か

水
曜
日
の
お
は
な
し
会

日
時　
12
月
９
日（
水
）

　
　
　

午
後
２
時
～

協
力　
ひ
こ
は
な
絵
本
の
会

対
象　
０
歳
～
６
歳

土
曜
日
の
お
は
な
し
会

日
時　
12
月
19
日（
土
）

　
　
　

午
後
３
時
～

協
力　
お
は
な
し
さ
ん
ぽ

対
象　
０
歳
か
ら

場
所　
い
ず
れ
も
多
目
的
室

定
員　
各
25
人

　

�（
先
着
順
。
会
場
が
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
た
場
合
は
、
子
ど
も
さ

ん
を
優
先
と
し
ま
す
）

■ 

中
央
公
民
館
図
書
室

０
歳
か
ら
の
絵
本
の
じ
か
ん

日
時　
12
月
８
日（
火
）

　
　
　

午
前
11
時
～

対
象　
０
歳
～
４
歳

定
員　
10
人

年
末
年
始
の
お
休
み
・

　
本
の
貸
出
に
つ
い
て

　

年
末
年
始
の
休
館
期
間
は
次
の

と
お
り
で
す
。

町
立
図
書
館

　

12
月
28
日（
月
）か
ら
１
月
５
日

（
火
）ま
で
。

公
民
館
図
書
室

　

12
月
28
日（
月
）か
ら
１
月
４
日

（
月
）ま
で
。

　

年
末
年
始
の
休
館
・
休
室
に
と

も
な
い
、
12
月
14
日（
月
）か
ら
27

日（
日
）ま
で
、
12
冊
４
週
間
の
貸

出
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
休
館

中
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

平
成
27
年
度
町
立
図
書
館

絵
本
講
座
受
講
者
募
集

　
「
子
ど
も
と
楽
し
む

　
　
絵
本
・
わ
ら
べ
う
た
」

日
時　
平
成
28
年
１
月
18
日（
月
）

　
　
　

午
前
10
時
～
12
時

場
所　
い
か
る
が
ホ
ー
ル

　
　
　

研
修
室
①

講
師　
岩い
わ

出で　

景け
い

子こ　

氏

昨年の絵本講座

お
知
ら
せ

●申込・問合せ　町立図書館
☎	 0745�7733
fax	0745�7735
E-mail：mailmaster@libraryikaruga.jp
HP：http://www.libraryikaruga.jp/ 図書館図書館図書館


